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」本報告では， r報告璽その遺」．（日本総合愛育研究所紀

要，1第16集別冊， 昭和55年，43～56頁）・ に引き続いて共’

同研究者の児壷相談所が実施し♪た登校拒否児の処遇につ

喚てと主奪効果測津璽画疹ら述戒為olそしてさらに，効

果測定に関する門般的問題について， 山本氏の論文を付

け加える・こどとするぴなおジ・共同研究者各位の所属はそ

の後かなりの移動があるrが，こごでは本研究を主にされ

た当時の所属で記したo

1 登校拒否児の治療キャンプ：千葉県市川児

　童相談所

1　昭和55年度治療キャンプの橿要

前年度ま、での治療キマ堵ブに対すう反省は， 「報告・・．

ぞ塑．く弊輿恥購じゆ煙鯵照されたい讃

牟軌遅飛尋啄省捗瞬し恩4唖肛3
回の所内打合せ会と1回の開催地の下見，そしてさらに

教育関係者を含めた1回の打合せ後，「昭和55年度登校

拒否燐鰍秘牌鞭禰」醸擦晒た・その物
主醜め概すと歌腐塵嫡？。
　（1）趣旨一「……日常生活とは異なるキャγプ場に

導入し，新しい体験をもたせ，自己の能力を再認識させ

もって児童の適応を促すとともに，より効果的な治療キロ

ヤソブの運営をめざして行うものである」

　（2）相的一「祉会性未熟型・怠学型の登校拒否児を

　　　　　　　　　　ドじ離ある家庭筋磯豆1欝繍趣こ騨の灘を
貌ると ともに，鍬娠ぺ成庭の個別絋び集岡
での人問関係の中で，成功体験・完遂体験をもたせ，か

つ現実吟凍て不登校富態の客観視）を行わせたうえで，

登校への意欲をひき出すととで登校を可能にすることを

目的とする」

　ポイソトは，新しい状況の中での親子の反省・客観視

孝・．児童㊨成功・完遷体験による自己Q能ヵり再認識誕

そして登校可能への促進・支援にあるように思える。

　（3）対象児一「不登校礁態が生じてから1年を経過

していない小学高学年から中学3年生までの，社会性未

熟型と怠学型の登校拒否児（男女）を対象とする」

　登校拒否児の型については』　「報告・rその1（50～55

頁）』に詳しい。これらの条件をつけたのは，上記の油療

過勘轟やすく澄校鋤黙より溺吃擁鯛よ・’
ないか，・’ど考えられたからである。中学＄年生も最初は

2年生まで』となっていた。 しかし実際硯は・教育委員・

会がらの通告ケースと児童相談所の処遇ケー’スについ

て，調査。判定と2回（6月と8月）の選択令議の結

果，適合する対象児が集まりにくく，表1にある通り，

一全員男銘汝2名ρ計6触木讐瀾L轍q
名，中学3年生2名を含めることとなった。
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表1　対　象　児

鳳

Y。M

K・T

N。A

M・1．

N・S

T。K

性

別

男

女

r男

男

男

女

現在睡麟登校拒
年酬鯛年齢隣否鯛

11歳

4ケ月

12歳

2ケ月

11歳
11ケ月

14歳

3ケ月

14歳

8ケ月

14歳

8ケ月

小5

小6

小6

中2

中3

中3

10歳

9ケ月

11歳

2ケ月

11歳

3ケ月

13歳

4ケ月

13歳

3ケ月

13歳

8ケ月

小4

小5

小5

中1

中2

中2

8ケ月

1　年

1　年

1　年

1　年

5ケ月

1　年

治療キャン　転校の

ブ前の処置有　無
登校拒否の動機

児童相談所

と　3　回

児童相談所

と3回
病院4ケ所
うち丁病院

へは昭和55

年4月より
週1回通院

児童相談所

と　3　回

児童相談所

と　4　回

児童相談所

と　2　回

児童相談所

と　2　回

無し

無し

1回

無し

無し

1回

4年生の学期までは順調に登校していた

が冬休後，学校が嫌いといい出す。

①テストの成績が悪かった。

②担任の先生が厳しいと訴えた。

5年生のとき，7月23日から林間学校へ

行く予定であったが，その前日，風邪で

高熱を出し2学期は2～3日登校したが

3学期から全欠となるQ

5年生の時バレー部に入ったが練習のた

め毎月6時20分に家を出た。1ケ月目に

風邪を引いた。それから朝起きるのがつ

らくなった。クラブの担任がきびしく7

学校に行くのがいやになうた。

性格的におとなしく，手のかからない子

であり，小学校時代は集団生活の場でも

耐えることができたが，中学に入り対人

閲係に負担を多く感じ，糟袖的にも疲
労。

中学に入学する頃になり，円形脱毛症に

神経質となり，加えて父と兄とから差別

や乱暴があり，欠席するようになった。

中学2年2学期から頭痛，腹痛を訴え登

校できなくなるo
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・田村他：臨床相談φ効果測定．
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、果

ピ腫：ンダ1一。．ゲ・シまタル ト’チスト（昭和55年5月23圓検き

　、査），、1

　統食能力の弱さ・行動化傾向ノ見－’L 　1’・亨
ノ．

ワ耶牙 庖襯知覚嘩麟．（曜和麟5肋膿
11査）． ヌ

　函形と素地，形の恒常性にやや遅れがみられる。

●SCT（日召和55年4月21日検査〉 　1　　二』・ゴ ．一

、．

　翠字があ1り・文字も乱雑・筆圧に雪ぢラ・緯制ガφモで．

　良ざあり”愛情欲求，学習画昏のヒだわり 』、f惚．

。E　EG・（昭和55年罫月鍵百検査）NOlma1　　　　’11：

．・ 児・懸性格診断検査（曜獅畔12即錦検査）

．』臭灘溢離讐獣鶏璽肇零轡鯉
』HTPlデ不トく昭和55年12月1ε歳検査）

　ミ’外界に対するびぎヒ庵り， 統制ヵ不良，幼児的に依雰

　的などの徴候　　 　　　　　　　　　　llこ，＝・：

・標準睡書力検査（昭和56年3 月31日検査）

繍麟9醜ぼ鞍稀麟睡し砺輸
　 に劣る。　　　　　　　　　㌧・　：卜 『』、　　〔、

』巾一ル塾、顔磁祖 （昭秘晦 亀麟賑査プ
己囎の騰が未瓢鯛鰍難蓼鱒濾勲に

　乏しく観念内容も貧困で誌る。！　　　　　　，。．、

・W工SC
言語性 ・r 1．Q．106…　 　　　　　　　ぐ、＝1．く一．

動作性1 LQ，106　　 なし1二I

　全1．Q，工略 ．、．

1－ 1』（ひ＝・

・SCT　　　　　　　　．　　1
・『？ 恋

両親をやさしいと受けとめておウみ姉にをま尊敬の念を 』　．

らっている。勉強のことは気にしているが，、．成績璽方、、

は気になうな㌧｝。・担任との情緒的なか恥わりが搾きて
いない♂いやなご乏，きらいなこと，一はずかレいとと

は別にないξ答ネて蔑りyネガテイプな表現はさけて
いる・’活動面で鵬雛的である・・』書道に剛樋姉
けられている。　（昭和55年6月24日検査）

（

・WISC
言語性

動作性

　全

1．Q．110
1．Q．104
1．Q．108

・SCT
・』葬醐し鷲轡な麹
　　　〆　』 ’ξ・ ㍗冨く）　　　　 ＼・

＼「

ρ、 ，「1

・集団ロールシヤツハ

知的劫率は普通（¢稼階渉、異常傾向はみられない。社
会的意識昧遜られる。．形式主義的であり，個性が乏し

ヤも禽緒の締制は可能で毒る淳内的には不象があり，

これを距離をお㌧・て客観視しようと』したり知的に』処理

、しようとする。コド1』　 1．♪へ’1 二』
1』．1』』

』・

gWI＄“ ’』　　　　　　　　　、　、、｝
言藷性 rI・Q421 　　

．』～
動作駕』1・Qi・・2

　全　　1，Q． 119一

・SCT
’反応拒否が多く ’1衷現へφためらいや抵抗がみぢれ
』姿b兄と妹に対す1る攻撃／感情がみられるo∋父と¢〉接触

・が少なく家族間ρ交滅け乏い｛。』母という刺激語外爾・

反応セ甑も何砺瀬簸勘るめカ㌔， 報に輝1 1
てはあだたずお1となじし・と表現しでおり，自己主張で

∫きないこどぺめ失望感力葺みしられる。内面的にほ不満力翫

、強そうである。 ＝一 昭和55雫す月23日検査〉1τ Lア 宏1

。教研式学年別知能検査　　　　 －

　　．S．D 』45， 工．

Qボ92
　　．（昭和53年4月21日検査）。

・WI　S’G’

言’震吾性　 1．Q．100
、勤作i生 l　LQ・ 108－1 、こ

：

　全．、1．Q．105．
、騨1禦月・蝿牟，

．SCT　・ 　…　　　　　　　　1　・　一・）ぐ7 『　じ・1

叙述1糎かく，繍到藤進んで敵い5寿ぎ無惰
1の反悠も多く， 』幼稚さ’、単純ざが見られる6 家族：・！先’・

生・友人も嫌いと表現して職り、ジ対六関係り．も腕亥璽、

まずさや7要求Q高さ湊う塾がわ湛る仏姉・第母に零レ

て購煙さ研礎現レ螂る漣味身鱒嚇爵
ガとレ＝…ドであり，ド受動的な楽しみにならているも’＝

　　　　　　　　　　　　　　　　一　へ　■『　1い　
一　㌧　「’＝
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表2　キャンプ日程

軌Ig月2日（火）

7：00

8；00
9300

10＝00

11300

12：0D

1＝00

2＝00

3：00

4：0σ

．5＝00

6：00

7；00

8＝00

9：00

10：00

宿泊所

：30集合（児童相談
　所）児童相談所
　出発（保護者は
　　見送り）

　キャンプ場到煎
　昼食（弁当）。荷
　 物整理
：30開村式

　寒至ッ（購）

散策

入浴

夕食（食堂）

集団面接

担当者との時間

就寝準備・キャ
ンブ日記
消灯
（スタッフ会議）

本　　館

3日（水） 4日（木）

：30起床・洗面
　朝の集い・体操
：30朝食（食堂）　

小湊海岸ヘラリ
ー出発（炎天下
往復8粁）

：30キヤンプ場到惣
　昼食（食堂）

：30テント設営

飯ごう炊さん

＝30夕食・シヤワー

集団面接

担当者との時間

就寝準備・キャ
ンブ日記
消灯
（スタツフ会議）

テ　ン　ト

：30起床●洗面
　体操・朝食と昼
　食準備

朝食
麻綿原商原遠足
出発（林道を約
5粁登る）

昼食（弁当）・休
憩（マムシと山
ヒルの尾根道を
血を吸われなが
ら帰る）

キャソブ場到殆
飯ごう炊さん

＝30夕食●シャワー

グルーブタイム

担当者との時間

就寝準備・キャ
ンブ昌記
消灯
（スタッフ会議）

テ　ン　　ト

5日（金）

＝30起床・洗面
　体操。朝食準備
　朝食

運動会（運動広場）

　　　　　（保護者）
　昼食巡10157千葉発

1、ザ轡

　　　　i13＝42　安房
　　　　i13：24急省湊

＝30親子レクリエーシ望
　ン（中央広場）

担当者i集団面接
との時…

聞
入　浴
夕食（食堂）
キャンブファイヤー

就寝準備・キヤンブ
日記

消灯（保護者1泊）
（スタッフ会議）

本 館

6日（土）

＝30起床・洗面
　朝の集い・体操
：30朝食（食堂）

　　（保護者）

ll妻i螺

　　1接
清　　掃

：30閉村式
　昼食（食堂）

キヤンブ場出発

児童相談所到惣
（解散）

　（4）実施者・期日。開催地一実施側は，児童相談所

職員7名が主体で，協力者として，ボラシテイア（大学

生）r2名，効果測定班（大学関係）5名，それに児童相

踊め鰍繊である3畝町の教鱗員会と鯖確
所の職員・』対象児の所属校の教師（これら教育関係者は

交代で参加）が常に2名前後，というキゼンブ編成であ

った。経織は，キマンブ長→チーフ・カウンセラー（全

体の運営〉→（処遇）プログラム・リーダー一・カウγセ

ラー（対象児の指導や面接）⇒アシスタソトー・対象児とい

う縦の線と，チーフ・カウソセラーの下に庶務・渉外，

野外炊さん班，保護者班，撮影記録班が横におかれ，さ

らに全体のスタッフ会議がもたれた。なお効果測定班は，

処遇そのものには容戦せず，主として撮影記録班として

参与観察をし，その他日程進行に適宜協力を行った。

　日響は・ 新学期早々の9月2日（火）空6日（土）の

4泊5日，開催地は，外房海岸がら4粁入った自然環麗

聴蜘る蝉螺民嫌であ畜・一
⑥1挙導要簿一① すリ属シテづくゴン；rキマソ

ブを開曝する鵬あ痩り，事前に参加児童と保護者および

担任教師を集め，キャγプの目的・日程・内容等の説明

を行い，キマッブヘの参加意欲を高めるとともに，児童

相互の交流を促す。また蛮後指導の方針を確立す為」

　オリエソテーションは，8月下旬に2回行われ，参加

児童は別室でブレイによる相互交流がなされたが，全体

としては受動的で消極的であった。また児童のうち1～

2名は，最後まで参加の意志が不確実でもあった。な

お・このオリエソテーションの最後に，効果測定班によ

る登校拒否児調査票〔親用〕　（文宋添付）の第1回の配

布があり，親が記入した。

　②　指導内容；i）生活指導……「規則正しい生活を通

して生活のリズムを整え，また身辺の整理整頓などの生

活習慣を身につけるよう指導する」

　キャソブ日程は，表2の通り行われた。児童達は，全

体として受動的であるが，基本的生活習慣は一々の指示

をまつまでもなく，まず支障なく行っていた。

　ii）キfンプ指導……　「飯盒炊さん慶テント設営等自ら

の生活を自らの手で営む体験を通して， 自主的な行動の

意欲を引き出すとともに，自己の能力の再発見を促し自

信づけを図る」

　児童達の不慣れと消極性，これら作業の日程時間の短
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1甲村他；晦床根談ρ勤果測嵐：

かさなどカ）らピ廻童津参璋車的群行う 場面摩疹まワ、な

く，指示に従って受動的に動いたにとどまった。また飯

盒釈さ庖搭・痢ウ》勺矛7やア、シス客7卜 Φ労卑が塑な

ワ使われ乳 坦童津≧Φ接触や指導を少なく レお曄も多

至。したiが？て本辛璽意図はヒヒ分に曝…寒現さ匙ずジ」むし

ろ集薦者側群か塗り り負璋と塗？なむうで昂為6』 1』

、、

iil） グノレープ●．ワ咳響肇既でゾ㌣ぢ 。ヲ 駐
「等を通して， 児童相写の1交灘を澤南るととも導， 炭劾

体験・完遂体験をもた母為』 r　、、．

　日程のゲ｝ムやスポ「字，・ぞして家庭に開じこもりしが

ちの児童達に峠期なり．きつかっ癒であろうラリ｝≧逮足

翠山が・こ塵であ看マ犀童達は臥引？碑5劃為考う欺衝

もあったが，1木の落年者もなく参加し完墜し典。，揖車

g相耳交流は，豫第にな寄馳てv・き，特酢男子だサ？テ

ソ ト圏で嫡野いで盛を葦つぢようにみ之峯が・表面的取

解族曄のようで・ま窄＝部斑狂塗姿もめだって恥た貸 成

功≧完遷の体駒も 実施者側の巧啄塗探混設寧に」ゆ、，』、

体力鮮は「やれぱでぎ列自信舳禅たと尽わ樋。－、

蕗v｝グルrプ面探と個別面接で川fギ歩「プ事よび個別

面接を通し｛・、自己の問題に対す15自掌奪幌し・㌧登校へ

Φ意欲を引ぎ出す」　　、． ・ヒ 天．． 』、

この面擦降ついて曝・効果測定班は参与観察がでぎ

ず，内容を把握できて吟麺）。、

．③侭誰者処渾；F網竃の問題の理解を偲す疹あ夕集

団面掛燗別面擦・翠子咳 リ．モー㍗！などを行う」

㌣マソプの最後に保護考が1泊し瀬降行われたカ1ド面

接については参与観察ができなかった。なおここで， 保

華考に 「附象帰の生活史調査票」、を誕入レても、らっ1たo

こ④震瑛後指導 ＝．「を厄￥プ終了後，，児壷藩保護者との

面接を行い嶋 指導効果の確認をするとと．もに， キャγブ

体験の整理〆明確化を通して登校への意欲の強化を図る」

　、キャ≧〈ズ終了後5r如月4眉までQ27日間にわたる登校

状態調葦と一部指導が行われ5、、さらに如日後の10月14 日．

に，上記フォローアッブ面接と反省会がもむ胞痙。「対象

垣獄攣棟状態のよくない1名を除き全員出豚、表惰には

擦レさと明るさ輝みられ準呼なおζの際に， 輩校拒否児

綱査票て稗周） 己（午ア｝くプ直前に配布レたものと同じも

の）・が再嬰醍布されl　 親が記入した。そQ後も・．泌要な

ゲー不に適宜瑛後捲導が行われている〇一．

、へ ．＼ 対象児別の経過と考察』

　以下璽記述は，．調査。判定・観察等の記録によるもの

であ駿，ン』〔＝二・〕・はそれらに基づぐ考察の部分である。

二⑳“Xマ1皿，ヶ一不、（小5の男子£登校拒否期澗β1か

月、玖怠学く孤独＞型） ：rr家族構成は芝＝1父 （44歳1 会社

員），，母く⊆38陶、確駐（1脚謙‘真嚥）涕（7歳）薄方

り祖曾1（6多歳），1同祖母1¢真蔵）、，97，人家珠。｝ン．r、r、．、

1①、鷺校擢否肇生前労未熟児蕉レマ田生し重〉生後Ioか

月位樽までに肇育盗やや埋れ力監昂疹典タう，だ浮・そΦ後

に摩屡原脚鵬庫長し煙、）．為ゼβ・歳換与舞責所瞠入園レた

魁1集岡潭店や卒友関係に間翠は准かっお蔓 性格瞳Φぴ

Φグレて稜なウヤ行動そ爾もりに落お着きがなく集蜘力

に欠けズいた3ψでパ第k厚筑廻うレいも爾もあまりな

か？た。か学棟み学時も肇照問顎なく喜々で輩棟して溌

り笥 4年生の瞠期鷲は醐綱であ購9本堤を中
心≧レ準塚藤関係℃1ち、母嫉矩気塗夫に不満が弦くゼ子

どもΦレつ嫉その他で不r致も多く・また祖父母ζ㊦多

矯瀬でも悪見Φ椙違海南マた死母に本児瀕小学校ドみ学

して問もな鮎．学習g遅れ畦かなり神経箪とな鄭 、韓制

的に勉強させている・，翻曝摩碓格醐麹鰍
わがままで勘ウ，授禁以牲奪）者群討して自愛Φ要求を璋そ

箕す磁麟蜘曼3訟』☆ ウ 、

二』、、、
．．

　〔隙年子り蜘、拠｝で弟と乏 早ぐ瞬を恥粒多
分吋祖母り手で育？墨㌢為すう瀬9』弓の祖母り暖魁’支

援をイミッ㌍㍉ 役骸劾児顯をほぼ無難にすζレ』エ、込逐

⇒㍉』、どこか㌍母を奪わ毅疹淋しさや不宋是零洋gきまξ

い， 行動り落ち着き¢）なさや集中力の乏レさ・1・第11原抗

期の欺さなどにゼそれが現われでもヤ’よう。，㌍え！くゴ、裡

母り溺愛ない←旬容孚もξに，あまり．レ？貧も学習も塗

く，かわばひとりで気まま噸った彼セ粒小学概報
　　い　　　

り妙厳レヤ偶律と学翠にや鯉し＞㍗）力織労，鱒碑

不靴劣等馳も旗蛭鵡 しかもζ餌ろ死ll騨祖

母照≧？｛代わ？て，やや早魯に学棟慌埠駿っか畦よ与

と堕祉糖一彫疑追㌧瀦卿鵜もレて、’ゑ綜
うだ。家族員間の意見の不一致や不満も，、駆独な役を敦

yl眺鴨の購紗朔晒弗・う勘甥馨を
装喰鮪2．幹内心哩圧灘第噸勤，蘇御豫
くなりtシ、ヤつけの不＋分さと彦レ・まゲ＜5寧弓硫劉も翼

勲わ融鱒蕨雌纏蟹あ夢・；煉騰融
父の外圧には恐怖を鞄いて晃父の前だけでに云り表串沓一

圧え顔胞て㌧》準ようであ逐。こうした状況嗜多拠セざ縛昏

う1姻硬轍と鯉力1加わ獄・・容易晦り耐齢限界

を硫て開題行動が発生するのであうう レ r：ゴ・況～ ☆｝

　②：登校拒否発生後＝14、年生の3学期跡ら本児1ま，〉2！

学期の点数が悪く本児の班全体が非難され為こζ費怖腫・・

ごと1担任の教師が厳しいことなどを理由に町全欠状憩

になった。、母は神経質な勉学強制が7原因だづたと反省・1

しゴ・かつ相変わらずの父の本児に対する厳格さかお卑反』

銑して湯後本児腿職的巌偏その瀕ま賢．』、
、、

を許すようになっている』本児は父とはぼど箆ど開係替ン
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もとうとせず，顔色をうかがう萎縮した態度にあり，反

面，父の不在時には，その自己中心的なわがままさを母

や祖母にぶつけ，弟や妹いじめを激しくしてし・るo表1

にあるように，心理検査の結果では，社会性や自我発達

の未熟，協調能力や統合機能の悪さ，集中力の乏しさな

どがめだっている。なお，キャソプ直前の登校拒否児調

査票によると，本児の登校拒否には，不安はあるが心気

症的なものはない，家庭内暴力は時々ある，部屋や家庭

に閉じこもることはあまりなく家庭外でよく遊んでい

る，ただし友達とは全く話し合わない，学校の授業はよ

くわからずつまらながっており，登校への意欲や登校し

なければいけないという義務感は全くない，などの特徴

がある。母は，自分のことを本児があまり信頼せず不満

に思づているととっており，登校させたい意欲は強いが

その自信はあまりない状態にある。

　〔彼なりに努力したのかもしれないが，報われない空

しさ，劣等感をえぐる非難，父親とダブる担任教師の厳

しさの前で，遂に彼の耐性は破れ，自分ではどうにもで

きない克服困難の学校からの逃避が始まった。もう学校

はこりごりだし，そこへ追いこんだ母，うまく育てなか

った祖母・そして父に対する緊張の八つ当たりをも含め

て，自己中心のわがままさを表出し，さらには昔からの

ライバルだった弟や妹をいじめることにもなった。彼の

これまでのA、生で，彼は本当には孤独で傷ついている。

せめて学校関係を絶った許容的な雰囲気の中で，手足を

のぱしたいし憩いたい，かつて祖母の包容のもとにひと

り気ままにすごしたように。孤独の中で彼の主体性を本

当に理解し支え，しつけたものがないだけに，彼は幼稚

で偏狭のまま取り残されている。心理検査の結果も，む

べなるかなである〕

　③　キマソブ中の経過；参加意欲は母子ともに稜極

的，と母が記してある。　〔凄前の指導とあいまって，彼

自身もそれまでのひとり気ままな生活に，手応えのない

不安を感じ始め，再ぴ正常な集団（学校）への参加を求

めるようになったのかもしれない〕

　i）9月2日一…・ゲーム。スポーツで，本児は自分のコ

ーナーに閉じこもりがち，意見・意志はほとんど表出せ

ず，表情は固く緊張感がみられた。休憩時に全員参加で

円く座り語り舎っていた時も，終始その輪に入ろうとせ

ず，ただ1人少し離れて腰をおろし，そこから全員の態

度を窺っていた。スタッフの積極的なコンタクト以外に

ほとんど集団への反応がみられず，この日は集団から離

れた位置で1人いる場面が多かった。ただし，スタッフ

の介入に対しては抵抗なく応じ，これにより集団活動へ

の導入の契機がつかめた時は，かなり自由に活動できて

いた。入浴等の生活習慣は要領よくすませ，自立してい

る。

　〔孤独型で特に外部の対人関係には偏狭な自己防衛が

強そうなMであってみれば，ここではどう手を出してよ

いのかわからず，多分に戸惑いと不安をもっていただろ

うo触覚的な眼差しで全員の動静を窺っている。全体の

雰囲気は暖かく受容的で前進的であり，日程の指示以外

は大きく包みこみ見守る包容的なものであったから，彼

は次第に安心していったと思われる。ただ自分の位置づ

けがポツソとしていて不安定であったが，これはスタッ

フのコンタクトで橋渡しがなされ，彼はその橋があると

きは集団生活に入り，彼なりの役割を果たせるようにな

った。人とあまりかかわらない生活習慣など・彼の孤独

の馬の中では統合がとどこおりなくなされており，あと

は自分の方から橋渡しができるかどうかが課題である〕

　ii）9月3日……テント設営では、スタッフの働ぎかけ

が活発であったが、児童達のうち本児はかなり積極的に

参加していた。飯盒炊さんでは，本児は要領を得ないし

意欲も認められなカ、ったカ…，スタッフカ、ら「ホラ，早く

やらなくちゃご飯が食べられないぞ」とあおられると，

仕方なく参加しようとする。しかしスタッフがその場か

ら離れると，彼もその場から離れ，周囲を1人プラブラ

歩きをしていることが多かった。

　〔ここで，スタッフからの橋渡しがあっても，彼の好

みと理解を中心として，それに合えばかなり積極的に参

加し，合わなければ孤独の島に引きあげることが示され

ている〕

　翰9月4日……遠足登山は，全児童そして特に最年

少の本児にとって，かなり厳しいものだった。本児はこ

こでも集団から離れて行動し，1人で歩くことが多から

た。キマソブに途中参加の女教師が，本児のリ昌ックを

背負いやすいよう手直しをしていたが，本児はただ突っ

立ったままで，終わって女教師が「どお？」と話しかけ

ても，無言だったo

　〔遠足登山は，Mにとって好みに合わぬ，また行程φ

理解も困難なネガティブなものだったろう。人間が主体

的に統合していくということは，ここでも示されている

ように，内的には，その課題に拡充の統合意欲をもつこ

とと，克服司能性の統合能力をもっていることが，基本

条件になる。この条件に暇疵がある場合は，人はその課

題システムにネガティブになり，離脱し，他システムヘ

転換しようともする。他方，外的には，離脱を許さずな

おも本人の統合を強制する外的規制（投入されてスーパ

ーエゴ的な内的規制になることもある）と、本人の統合

を支援する外的支援とがある。内的条件に困難性があ
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・ r甲村他：臨床相談り劫果測定r・i

り，かつ離脱や転換性を許さぬ外的規制が加わった場合

は，人は最終的にほそれによる自己統合崩壌の危機まで

感じ七1防衛を画くし，あとに耐えられるだけ耐え為と

シ1弼性の問題ゆる・耐性曝界を醜れば・パ痴
クや異常・逸脱的な問題症状が発生するも・以上は，本人

逸人㊨統合過程であるが，これに外的支援摩が加われ

ば，本人ゐ意欲≧能力の統合性， 耐性ヲそして必要なら

転換性をも強化できるし，場合によっては外的規制その

ものをも緩和・解消できるかもし胞ない。な茜・外的支

蜂性とは逆に，季人の統合渾畢にマイズろとなるような

勉・外鮒が働く場合は痛纏獅降騨という・
』M醐合淳校生活の中でジ聡い朱弊い磯律上

9問馴塒のし粥不＋分）もあったカ㌧も しi纏い

が・羊には学力の困難粧ウ童寧をも朱亨・∫統台零難照塗

った。母の勉学強制は1・外的支輩準≧はなわず1むしろ

学校と一織なって外戯制蠣め規塵遜える謹
してやがて磁の限界ど姻尋澄檸否とい獅嘩
状を呈する、に到った。転換性はまだないが，放 置ずれ

ば・耀醜騨こもっている励でもないのでジ非行

グル」プ等の避脚的転換も今後生じるかもしれない。

　キ塑シプではゲ積極的参加とすれば，全体的な統合意

寧は南う。統合能力に，ヨ生活習慣‡は問題なく，集団活

動上は彼なりに最初不安であらたろう。スタッフの外的

支探性が加わっで，彼なりあ意欲（貯み）と能力りある、

ものについては，・かなり積極的に参加統合できた。な壽

キ牽ソブ弛内での外的規制はそれほど強いものでぼなか

旗から・彼は齢齢購髄腸合セま1、潭騨し
て琶た。・やはり， 耐幌の限界をこえた登校拒否夢体醗

が・』統命φ困難過程に対すうトラウ々（心の鱒）となっ

ており，過敏な過剰反応を生じているようであ鵜

縛あ磁足登山は諜脱騰酬的規制砺る9彼
峠離脱しない範囲でういて行き，外的支援性に答える余

硲もなヵ疹たが・”とにかく芦うした支援性のも とに耐性

で頑張 り通し宛遂した。ζれは！ 統合性り困難過程を，

外的支援のもとにともかぐ耐克党服した， 一づの自信に

っながる乗重な体験となり ・上記のトラウヤをもあ峯畢

度緩和したかと思われる〕．

　耳V玲耳5旧・・〔…早韓マラソrソセセ爵本児璽今摩は集同

か陣ま 嘩群一鮒ん命齢ていた遡鍛で翫
折マγブ開始直後にはみられながったほどの積極性で参

恥ていた詑きど淋児獅嘩組麺して細働
き郷めやる簾硯舜頻酵・．坤暉さ轡
、ぐれドか欺ウ明為さボみら齢た。・それでいて， 集団活動、

昏の参加碍葦恥賢が多るようにも感弓られた。午倹，、委：

児は宿泊本館の玄関ぐ，到着し乏母と対面したが，その

　母の前で自分の帽子を床に投げつけ，上目づかいに母の

　様子をみつめ，言葉も交わさず乱暴に靴をはき外出彰て

　いらた。’母ば無表情にみづあて髪・たが，中央広場では本

児と一害舛晦し合っ㍗痙親勤グ￥そ画鮮

砥蘭飾的と勢減魁動㍉ 卑団から磁

脱蝋ゲー劫途暫も糊1獅聯1噛り
　柔らいでいたゼ

　　〔マラソンと運動会は，おそらくMの統合性に合った

　ものであり，加えて前日の統合困難を克服した自信とト

　ラウマの緩和などが，彼に身軽さと明るさと集団参加へ

　の積極性を与え1て㌔・るようである。きぢに，前日の厳し

　さの中塗こφ集厨とと庵に完挙レた体験が｝嬉んとに久

　し柳：に御聯姻人騨働ρ遜どそ9鯖しさ
から越融麟頬鱒とくに欄蔑麹鮪聯に

　引き出しl　l締合㊨掌脚点の移動をもたらしたρ共有領域

　でお互し嗜ま孝合1“カを緒隼し体験をわかち合う葺感と

安鱒・勧奪癖輔で調人醐域と鮪騨の
より難し巌合の轡亟舳妨郭め驚ろう・

　ともかくど こではレ彼はこめ共有領域での快感と安定感

　にやや酔づている状態であ り，これが彼の軽やかさや集

　団への積極性ジ疎通性を山層もたらしているo蕊恥心

　は，こうした突然の変化に対する彼自身の眩しいような

　戸惑いであろうか。『

　　こうした探態年夢る彼に≧．っ七，母孝め対画零デまた

』にがく齢灘卿畑騨で碑鼠警げるように
　集団活動の中央広場へと走っていラた。帽子とは，彼に

のしかかっていた過去か・ そり輝獣奪統割していた母曾

　象徴かもレれない。彼はそれゑ犀嗜鐸ザつけ・遷去と母

がどう出るかを勧た・しかし・聯と邸籔脩鱗
った・嘩吻では樋孝母が近蜘∫きた・彼瞳

や過去に引蝦繍嬢搬臓じ？つ・ 神集団峠
　有領域の中にとどまろうとしていた〕

　　v）キマソブのまとめ……〔以上のことから，キでソブ

　は彼に貴重な体験と変化をもきらした，と思われる。そ

れは・このよう姻程が今後登廊顔り姫れれ爵、

撚そこ購入さ樋摩向夢・やカζ神る続紛
人生醐練てく嫡た 網魍ゆ麟昂鈴即

1．登校への翠題としては，⑦以前に初えて皐欠によ為学声

の統合困難性をξうすうか5④学埣や容庭、㊥匿掌〉歪

・外的規舞御できるカ㍉ 鱒餌騨琿群轡硬
r性と自鰍あ碓離塵馳燭ろ・う煎． ぞ綱晦
の完遂と鋤離び撮だろ・う醒挫搬舞を率す

一にはどう したらよいか。 ⑭学校集団， 特にそ㊨共有領域3

、．

への導入と，完遂。塵功醇結び？く績倉過舞，トワぞしてそ

　の耐性について，適切な外的支援性がえられるだろう
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図1登校胆否児調査票〔親用〕のスケール票（Y・Mヶ一ス）

　1　親（自分）一乎（対象児）関係

1　自己表現（自由一しない）

2　相手からの受容（十分一ない〉
3　自己の要求充足（十全一不充足）

4　関係の型（子支配一親支配）
　　〈6は葛藤，7は相互の放任一孤独）
5　相手からの包容（十分一ない）

6　自己の立脚点（相手との共有一個人内）

7　相手への親近感（親一疎）

8　関係への自己の満足（満足一不満）

9　自己による学校の話（する一しない〉
10　自己と教師との話合い（する一しない）

11相手についていかれるか（いける一いけ
　　ない）

12相手への信頼（絶対一ない）

1
2
3
4

5
6
7
8
9
10

11

12

皿　親（自分）一処遇者関係

自己表現（自由一しない）

相手からの受容（十分一ない）

自己の要求充足（十全一不充足）

関係の型（処支配一親支配）

（6は葛藤，7は相互の放任一孤独）

相手からの包容（十分一ない）

自己の立脚点（相手との共有一個人内）

相手への親近感（親一疎）

関係への自己の満足（満足一不満）

自己による学校の話（する一しない）

自己と教師との話合い（する一しない）

相手についていかれるか（いける一いけ
ない）

相手への信頼（絶対一ない）

　　　親
1　2　3　4　5　X

　　　2＼3　4 5’

子

（’2’3
、、《
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　　　親
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　　　2　3，’4

　1　2　3　4　5　×

　　67×）

　　　　処
ペ　　　ユ　お
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7

4　5　X
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

皿　子（対象児）の状態

心気症状（ない一ある）

不安。おびえ（ない一ある）

家庭内反抗・暴力（ない一ある）

子の自己への内閉（ない一ある）

子の家庭への内閉（ない一ある）

友人との話合い（ある一ない）

怠学の外遊び（ない一ある）

悪友との交際（ない一ある）

学校への好悪（好一嫌）

授業内容の理解（ある一ない）

登校意欲・義務感（ある一ない）

登校への子の自信（ある一ない）

登校の現実（全出一全欠）

子の性格（該当番号を記入）

　W　親（自分）の状態
1　父の性格（該当番号を記入）

2　母の性格（該当番号を記入）

3　子を登校させたい意欲（ある一ない）

4　子を登校させる自信（ある一ない）

5　心身と時間のゆとり（ある一ない）

6　自己の子佛痔代の満足（満足一不満）

7　夫婦関係の満足（満足一不満）

8　自己の職業の満足（満足一不満）

9　家庭の収入の満足（満足一不満）
10　経済階層（上一下）

1　2　3　4　5　×

、　、
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1）1と∬は・あくまでも相乎との関係内でのことである。5段階評定（×は不明・無答）の親の場合は・自己は親，相手は1では子，Hでは処遇者になるQ
　同様に1の子の場合は♪自己は子，粗手は親である。処遇者の揚合は，自己は処遇者，相手は親である。
2）子の性格：1，入を気にする　2．入にはそつがない　3．人とは表面的　4．自分らしさを出さない　5．固くなる　6．自己表現は苦手　7・消極的　8．親
　　との分離不安　9．無為　10．傷つきやすい　1L過去志向　12．逃避的　13，努力は苦手　14．自己顕示　15．気分易変　16・自信なし
　親の性格；1，内気　2．人とつぎあわない方　3．子とうちとけない方　4．頑固　5．家庭の中心　6．権威が弱い　7．包容少ない　8，母（父）親らしさが
　ない　9．一方的　10． 神経質　11．潔癖　12，子への余裕がない　13．心配症
3）実線はキャンブ直前の記入・点線はキャンブ後1か月の記入1性格で数字のみはキャンブ前の記入・○はキャンブ後も記入，→はキャンブ後のみ記入

尾　叩［ 　　　　甲劣，　肋 』、　 　　＞　　　へ写 冗　　　凡「　，　　r　雨了 r　　　一　「后1W　r

皿

卦
お
コ〉

陣
識
単
識
剖
諮
潤

濃
蕊
謄



甲村他：騨嘆相諌Φ勤果潮庫

か。㊧過去とトラク マを彼が改めてどう・解沫し自己の中

に統合していくかゼまた伺人内領域と共有領域の不ラ／

スある安定した統合を役の中でどう建設レていぐかな

ど， 彼が自分で行えるものだろうカ㍉孝らるいに心理療法

的な支援洋えられるだろう か。

　少なくとも⑦については，二競争や比輪、非難はや夢，

彼なりの個別性に基いての球していく 4とが必要で多
る。学力以外の能力を開発す多ζともよい。④二れは学

校や親と定期的に連絡協議すれば司能だろうし’・必要な

ら親の心理療法を行うo！◎アと関連ずるカ～，』彼の努力に

見合う個別の完遂と成功の目標を衷階的に作り・ そrり通

過の確認と賞讃，自信づけを行う す④児童相談所歩キマ

ソブ中の彼のダィナミック不をよく学校と親に理解さ

せ，その流れにそった支援を3者が連携して行、う。㊧こ

の点は，上記のことともに，児童相談所が簿期的な継緯

治療を行う〕　　　　　1　　　 ．一 　・』＝

　④キマソブ後約1か月の経過1前半は親がっいτ，

後半はひとり、で登校し， こり間欠席は1日だけである。

〃ラスも本児に対し許容的であ？たようだ。7オマセア

ップ面接時に母に再び登校拒否児調査票の記入をレても

らったヵ智キマxブ前Q記入と比べて，一変化した点は図

1の通りであ砺5段階評定のうち③4衆階Φ。ヒ昇（年

→
1）をみたのは，．子の怠学り外避びの皆無現輩校犀）会

出席， ⑤3、段階の上昇は，1子の衣人との話し合恥璽増触

登校意欲兜義務感｝◎2段階の上昇は…母一子闘係で母

によ為学棟の話題Φ増・・子の満足と母（り僧頼≧毒師孝

の話合いゆ増・母r処遇者関係で～、母Φ要零充足ジ子の

状態で家庭がの内閉の減と学狡への好悪ギ母ゐ昧聾で登

疲させる自信であり，その揖か母r子関原で萬藤型期ら

対等型昏の変化がある。 逆に・ン⑥2 験隣の下降をみ準の

ほ，．母ヤ子関係で子φ立脚点の個人内昏の分雌ド母鷹）敦

師との話合いめ減，。母一処遇者関原で処遇者の共同性参

減，1子の状態で悪友とΦ交際のやや増・ である。エ興階

の上下にっいてセ象・ 本調査票g厳密性の間題も勘？て・．

省略す導軋なお◎改善されない蓑まに残っ顕間題』く変化

があま蘇ない4乳 す爾評痒）』に聖．母r子関係で子礎母摂

濁する毎容・ 母ρ子さ彦）信類呼母π処遇者関係で勢渾者

の学校の語題度，』母と、教師との話合い， 子の状態で子の

家庭内反抗ぐ暴力と授業内容のわ冷らなさと登椋昏の自

信賦r母の状態で夫婦関係り不満，続で勘為。　〔翼嫁心身と

もに怠学や家庭内の内閉から攣校に向かヤ・・1家人や教師

との交流も増え，、母に対しても満足と信穎をもっ一方，

母子分雌と対等型への移行がある 。 しかし，授業¢）わか

らなさや登校への真の自償の不足，家庭内の時々の反抗

や暴力はザまだ残されている。彼は周囲の支援のもとf

キず》ズでり体験を藪贅再現せゆ≧卑声的岸頑張？牟隻・

蝦ヴ囎御難顛ち2。勉外㈱制曜舞㊥
の外舶享擦弊瞳・ 1・こ¢≧最際であ養畢摩奉寄與5、⑫り残功

も肇確自体≧交流・二．母子関塚で嫡えられてき準かにみえ

為σ七声し艶、⑦吟学ウリ奥難悔孝嬢Q心理的締合幽ち・1

そのま ま旅置さ劇たξ尽われゆ？
．』

弊ついて趨処遷｝（脚）さ腰勲1麺さ麺
登校させる自信がつき，Mとも学校り話洋増卑癒ウ㍉・他

方ぺ処遷者や教師とゆ李泣碧共同性は潔り・・、朱昏り不満

は1ら？て・1子昏の賃頭もま瀬下十分であ否。！母4）改善

1ち．子り攣校や培変塾うメ1る牽財身のも爾でピ．≧‘に無

瀦鰍艇の醐購り璽吋拶気瞬厨串
では前範⑦7⑧婁撰揮的交樹婁1♪あま9華凄塗い？訓・

　＠． そり後¢〉経過二1一同年草月軍日鰐ろ零り黍児轄再度

登毯揖否揺看2本堤り理串はヂ・蒙犀科り麟布野緯之な

い， 宿薙をや至てや交ず40分立た蓬胞準軋テ器ト 4〉爲所

悪く・班の平均点が疲下位になり本児が非難され為ゼ 柔
．日でも欠席す為ξ〆々体遜孝 ヤ｝わ塾為ガ、欺ピで彦る奪教

師は体児曜灘噸調で顔顕のでド．学習薗で1も但坦

と同一歩調を≧らサ少，レ巌レ尽 揖導を迎ロえたと鍔そ》ビ、再

び輩樫拒否塗起ζレてレ艶型』という9・．腿衝翠5礁

・3月末ま雪構とゆど全架状礁マゼ児童相謙瑳（判定鐸）・

壁お．教護暁の畏欠寮今の入所だ適当≧ヤゆ処遇意見塗串

ヤた6r き』ンニ：、1淘二ど盛 、

1 二「

∵、 砿 1賃‘

』〔や帥④の獅の外鱗騨撫？て・＠の学姻
難蜂を中心タ髪て・』教顛＝乳衣〈≧爾園俸事鎧わ塾ピ ㊥9

支接悔はうすく軌・璽璽雛野洋連緯レズ・．G）り1墜翠卵稗倉

が≧れ塗隆な身・ 恥‘∫再壌肇校拒否奪率ち亭を澤魁先垂

墨わ樋9 L委之夢塾屡ゼ勲略紐㍉、静テブ1準

活歩勿瞬犀≧乗曝関孫ρ硫合さと向力）豊衆軍塗体除で牽

防、同苓よう な支屡隼費多喬≧こうではピ、確粉にその転

移再現の勤果鉢冷る飯レ少レ，・ぞり支援儀¢〉塗ヤ・≧gう

で・な鋤樽、も？拠騨で麺ウ麟！勲酪り

ゆ脇 学調困蜷尊を葵本珀璽學≧』てしき 挙學合・．そ参．

改善働果堅ぎさ》ゼで瞬不し畔で1ゴ学蓼閂翠り個副討夢

朔騨緯曝鞍趣螺靴レて騨獅再靴
もなるのであ碑黛〕 、　　　

》、 、．．、、

．（2）∫球・．4ヶマ聡（4｝三6㊧男蕨登校蓼否瑚間：1．年恥

社雑繍く鯵＞襲常家灘離謬漁p勲参
社員），兄r（；7歳臼高槌2年竣黍児ぎ（11歳レ母訪ρ祖母

（67歳，』家礁）1の4人家族で廷祖父1（67歳鐸調理士ン遮

別居，・父1（会社員）は諺年7月に病葬レてい為gπ、戟1凶
①、登校拒否発生前：・ 3歳時に狙紅熟』その茸後熱管

支喘息を併発し，その後も扁桃腺が弱く風邪で高熱を鴎
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しやすく，小学 3年ま寿あまり元気な方ではなかった。

3歳から幼稚園にバス通園したが問題はない。性格は明

るい方だが気が弱く内弁慶，すなおでおとなしく育児に

は手がかからず，r 1反抗期はなかった。小学3年時に

父の死のショックがあり，以後祖母の家に転居し転校

し，母は就業，家事・育児は祖母6手によることが多く

なった。転校当時，本児は無気力な行動とクラスでの喧

嘩などが半年ほど続いた。

　〔Aは末子で身体が弱かったため，小学3年まで過保

護的干渉のもとに育てられ，A自身もこれに従順に依存

してきたようだo小学3年の父の死はン生活環臆の激変

で，彼はそれまでの依存先きであった母（就業で），父，

学校を一挙に失い，不安定状態になった。その後，祖母

の手が加わり，転校先きにもなれ七，以前ほどではない

にしても，彼の基本的な生きかたである過保護的支配一

依存の型が回復され，それなりの安定がえられたかにみ

える。〕

　②　登校拒否発生後：5年時に友人の薦めでバレー部

に入部したが，本児は肥満体質でもあり練習の厳しさに

耐えられず身体の痛みを訴え，かなり苦痛の様子だっ

た。退部も考えたが，本児がぬけると人数不足から部が

解散に追い込まれることを気にするあまり，責任感が重

なって，5年の2学期からはしぱしば腹痛を訴えて学校

を欠席するようになった。3学期も週2日ほど必ず欠席

し学期の欠麿日数は45日，そして6年からは全欠となっ

た。当初母は強引に登校させようとし，本児の母や兄へ

の反感も強くなったが，その後母は勤務で養育の中心が

祖母となり，母と祖母の養育態度の不一致もあったが，

祖母が登校刺激を控えるようになって，本児の焦立ちも

減り5落ち着いた日々をすごすようになっている。本児

は祖母に幼児的な依存をみせており，終目家の中に閉じ

こもって他人との接触を怖れていたが，つい最近になっ

て親戚の家に泊りにいくなど多少積極面もみせるように

なづた。学校のことは気にしているが，登校意欲はまだ

である〇一知能は普通だが算数は劣り劣等感もみられるo

性格は幼く従順で，優柔不断，融通のきかない面もあっ

て要領が悪いo

　キャソブ直前の母記入の登校拒否児調査票によると，

母子関係は母支配型で相互の共同性は少なく，子は母に

親近感をあまりもたず学校の話もあまりしない・子の状

態では心気症状や家庭内反抗，家庭への内閉があり，友

人との話合いはなく，学校をつまらながり，授業はあま

りわからないo登校意欲・義務感はあるが，登校への自

信は母子ともにない。母の状態では心身と時間にゆとり

がない。

　〔Aは5年時に入ったバレー部の厳しさに耐えられ

ず，さりとて退部の転換もできず，袋小賂の困難性の中

で遂に耐性の限界をこえて登校拒否を始めた。この段階

でなぜ支援性がえられなかったのか，不思議な気が す

る。登校拒否はこうした前兆か開始期に早期発見をし，

登校をただ強制するのでなく ，本人の思いを受容し真因

を理解し，対症的にでなく根治療法的な対応，予防（第

1・2次）がぜひとも必要である。ところが母はただ対

症的に登校を強制し，これにおそらく兄も加わったの

で・彼は一層追いつめられ，孤独の中で反発をするばか

りだった。やがて支援者としての祖母が養育の過保護的

な中心になったことで，彼はここに強い依存とわずかな

安定を見出すようになっている。もともと支配一依存型

で外的規制には弱い彼であってみれば，学校や友人や世

間のことは気になり，気になるから接触を避けて家の中

に逃げこむことにもなる。最近では多少家の中ではあぎ

て力があまり，親戚宅へもいくようになっている。キャ

ンブ参加には適した時機ともいえよう。依存的で主体性

の弱いことが，その性格によく 現われている。調査票の

内容も現状をよく示していると思う。〕

　③キマソプ中の経過1参加意欲は，母は積極的，本

児は「どちらともいえない」である。　〔依存的なAは，

母や処遇者，周囲から強く薦められ，それに依存的に従

う一方，おっかなびっくりでもあったろう。〕

　i）9月2日……ゲーム時，他の子がモジモジしていて

も，本児のみはゲームに初めからすっかりなれ，はっき

りと表現をする。夕食時，食欲旺盛，ものおじせず生き

生きと楽しんでいる。　「どう，楽しかった？」にも 「う

んJと嬉しそうな返事で，態度もキビキビしている。

　〔Aはちょうど家庭外に出たがっていたし，依存型に

ありがちであるが，スタッフ側の受容的で前進的な雰囲

気にすぐに情緒的な同一化を起こし，・いわばそこでの

“よい子”にいち早くなったようである。スタッフ側に

も・生き生きしている本児を一つの中心として位置づ

け，全体を盛りあげようとした動きがある。こうした状

況が，彼には基本的に安定するし心地よいのだろう。〕

　ii）9月3日……飯盒炊さんでは，子供達の中ではよく

参加し頑張っているo夜，男の子達だけのテソトの中で

は，中心になって話しており，要的存在になっていた。

　〔Aは前日と同様であり，さらに一つの中心的役割に

まで同一化しているようである。〕

　m）9月4日……遠足登山は肥満体の本児にはかなり

きつく，昼食時に靴ずれの手当を受けていた。常に2人

ぐらいに囲まれて歩いていたが，頼っているというわけ

でもなく，「疲れた」とか泣きごとは一切いわない。明
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田村他＝臨床相謙爾劫果測定・

るい表情と柔かな雰囲気でがまん強く完遂した。夕食時・

樋知鰍陣る・
　〔A厳配縁存物安靴満辱燐鵬そ卿
羨警讐驚警早τ化し煙1聯：解

．iv） 』9月5日∋∵…運動会で本児嫁快活r自分瀬皆単好

渉れて炉る，自分の一挙一動に注意が払われて1いること

を好感を、もりて受けとり，行動している。従って他に対

瀕鋤醐勉か籾筋り・それカ｛次郷スタッフ
から他の子供達へと拡がっ丁ぎた。1しかし逆町他の子供

達かうの反応は うすいようにみえ喬6 スヂヅナ礪好感を

もつ鱗潭受けいれていう・確縛偉傍騨翻分

炉を醐て鴎の燃勉ヅ塑孝髄どで跡児
に対し安心感をもっているように思わ況る。畢食後のス

1イカの片皆娃め際，本児瞳あやまマて種を机与年敵阜ぱ

せた6・スタッ鱒rちゃ酵入纏くちや」挫う1と・』

←っ丁？丹念に種を拾マて片付け℃い癒σ．

づ〔寺のあたり今がジ忠卑嗜期特餐劃喬役割奪同マ化し

夢番の“Jl炉子莞であろ うとする姿が見受けられる。ろ

．勿フ躰児が趣つっ評し従順な“よ蒔繊の
で，、．至い：やを許していうよう礎遜ネるg、 しカ）し他の子供

達の眼にさすがに厳しく， “よい子ぶり”に冷ややかで

、も鞭諮イカ吻たり・“よい子幽”にやや息姉

と，r気を取り直した努力がみえるO〕

1渉脚繍鯛着虞いた母に騰った・一瞬即方
ゆあら唾顔燐すぐ好供羅に入っ確のリ
》ぞ二確理騒など麟度が高馬他の母よりも子供

麹弊轡韓的で自信をもっているよ期受け

う纏6
講畔存響の支配者聯母の姿が如実に出てい
：お6’〕

籍銘ズ・多イヤーでは・縮ま伽子供達と瀦

趣曝哨族っこみ・，・と畔穂沸一蜘論歌
ちて迂・た。終わって本児は熱を出し床に入る。・

霧鮒1聯轡特さ肥幣魅
轟麟1鉾朝吻め年嚇ま雫≧賊．

逮i）、癖ソ糎鮎め”r”〔あ臆獅セまヤガで・

嬢化雌も舛か纏囎・・衡あ為講そ賦被、
殊P乳幼時から4・学3年まで・母・」父・兄・そして幼稚

助韓勲獅ら鋳離硬鱒ち粘1そ嘩配」
依存型φ車ぐ“よい子哲とし《安定し満足してきだ。父、

g死は，蔦ρ生活シ不テムリ崩壊で，役は俸存先肇朱郵〉。

危機に見舞われ，一時不安定になるが・やがて祖母を含

めて生活システムの回復となり，小康状態をえた。しか

　しどごかに旧に復せぬ不充足・不安定感がつきまとって

いたのだろう。イ レず部に入部レたのも，人数の少ない

同部咳人醜灘で帥1な畔鱒づ？⑳懲心に

騰し纏め砺ろ 狐 郊構鯉ダゆ子”と
　して認められることの少なかった彼のスキ．を，1っいたも

のでもあったろう。入蔀しキマソプと同様に，しばらく

は彼なりにけん命に努力したかもしれないoしかし，同

部でば彼は期待される役割を十分果たせずに息切れし・

むしろみじめな結果に終わり，しかくも抜け出すこともで

きずに袋小路嘩いつめ躰て逼細
、

　御脚騨擁描舛牌嘩胤i爆こ浦
家庭内で叩復し？うあ沖癒掌酵捉蓼をもラも畢すこ

　とザなり一時不安定猛uドやがて祖母を中心に再彦小康

状勲保？ことに酪張塵ヂ』溺恥地の勘もの
では奉かつ牟ろうら彼歩懸マソプ庫前1緯め家肇泊り

にし｛1ぐようゆ璽嚇｝：難塒のあ唾渤テム

を・そこに胆酵髪隅煙軸し脚’ゲ
　キマソプでは， 彼が基本的に求めていた支配峡依存型

の‘iJごぴ芋”㌔1とLでの要定ど満足が』開始早湊から見出

せ，そうした彼にと6ての生活システムの中で，彼はけ

鹸曜割に努カレてらっ細．ンかレとr嫉購同一化

的努力に轄やはウ無理解あ？たようで，．最後．に…鼻切れ

し・病院う行くよ蝉っ飼曝登校擁だも似
た，キ｝ソブからの逃避∫騨とみるダと零できよう。

　　　　　　　　　　　　　　　く 　［ ・・一』 一トr

　彼の統合性（意欲と能カヲも癖準郵rこうした支配一

依存型の生活システムの支援性のもとに発揮され，そ身

では，統合の立脚点は個人内領域にはほとんどなく，キ

マンブ集団の共有領域の期待される御割にほぼ固考化り

ている・飴の螂輔鰍内領魔畦夕どゆ喚
　ことが』飼人内領域φ彼φ体調無視ともなり 亀発熱岸も

到ったのだろうo

　しかし，いや典い毎が求夢ていうような支配一依存契

の“よい子”Φ生活システみが，：どこまで実生活で輿現

　されていくものだろ．う か。乳幼時から小学校低学年ま萎

セ雰・まあ頬さ泌と唇む沙報商学恥摩噸

』滅もっと 自輩を求齢泌よう奪鱗観蜂響
1支酷一依存型は支鄭側の相対的な依存対塔力丁φ」限界琶

・c、ら論のずか棚れて収⑫郷励』1・舞麟轡
ゆるやか酢こわが来るが，．彼の場合璽傘g夷で魯橡岸聾

辛した・失った時⑳沁ッ姥トラウ吻苓乗継つた餐

げに，勧再齢め徽勅賭磁ゆカ）破塾な囑
　ともあれキ｝ソプは基本的には｝’彼の見果ズぬ夢をO

こ峡現し，鶴嫉と満足を得序恥，牲漉瀞
　ムの状況さえあれば，かなりの完遂と成功を糧られ、る自
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『

鵠
の

「

図2登校拒否児調査票〔親用〕のスヶ一ル票（N・Aヶ一ス〉

　1　親（自分）一子（対象児）関係

1　自己表現 （自由一しない）

2　相手からの受容（十分」ない）
3　自己1の要求充足（十全一不充足）

4　関係の型（子支配一親支配）
　　（6をま葛藤，　7をよ相互の力交任一孤峯虫）

5　相手からの包容（十分一ない）

6　自己の立脚点（相手との共有一個人内）

7　相手への親近感（親一疎）

8　関係への自己の満足（満足一不満）

9　自己による学校の話（する一しない）
10　自己と教師との話合い（する一しない）

U　相手についていかれるか（いける一いけ
　　ない）

12相手への信頼（絶対一ない）

1
2
3
4

5
6
7
8
9
10

H　親（自分）一処遇者関係

　自己表現（自由一しない〉

相手からの受容（十分一ない）

　自己の要求充足（十全一不充足）

開係の型（処支配一親支配）

　（6は葛藤，7は相亙の放任一孤独）

相手からの包容（十分一ない〉

　自己め立脚点（相手との共有一個人内）

相手への親近感（親一疎）

関係への自己の満足（満足一不満）

自己による学校の話（する一しない）

自己と教師との話合い（する一しない）

11　相手についていかれるか（いける一いけ

　　ない）

12相手への信頼（絶対一ない）

　　饒　　　　　　　　　　　子
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、1

、

皿子（対象児）の状態

1　心気症状（ない一ある）

2　不安・おびえ（ない一ある）

3　家庭内反抗・暴力（ない一ある）

4　子の自己への内閉（ない一ある）

5　子の家庭への内閉（ない一ある）

6　友人との話合い（ある一ない）

7　怠学の外遊び（ない一ある）

8　悪友との交際（ない一ある）

9　学校への好悪（好一嫌）
10 授業内容の理解（ある一ない）

11登校意欲・義務感（ある一ない〉

12登校への子の自信（ある一ない）

13　登校の現実（金出一全欠）

M　子の性格（該当番号を記入）

　W　親（自分）の状態

1　父の性格（該当番号を記入）

2　母の性格（該当番号を記入）

3　子を登校させたい意欲（ある一ない）
4　子を登校させる自信（ある一ない）

5　心身と時間のゆとり（ある一ない）

6　自己の子供時代の満足（満足一不満〉

7　夫婦関係の満足（満足一不満）

8　自己の職業の満足（満足一不満）

9　家庭の収入の満足（溝足一不満）

10経済階層（上一下）

1　2　3　4　5　×

、、

6h、

’

，’

①6，⑦， 1，⑬，⑮，⑯

1　2　3　4　5　×

⑤7，9，⑩◎⑬
1

11　→　X

、

、、

　’

I』、

、、

、r

隔、

1）1と脈ちあくまでも相手との関係内でのことである。5段階評定（×は不明・無答）の親の場合は，自己は親，相手は1では子，皿では処遇者になる。
　同様に1の子の場合は・ 自己は子・相手は親である。処遇者の場合は，自己は処遇者，、相手は親である。
2）子の性格：1・人を気にする　2．人にはそつがない　3．人とは爽面的　4．自分らしさを出さない　5．固くなる　6，自己表現は苦手　7．消極的　8．親
　との分離不安　9，無為　10．傷つきやすい　1L過去志向　12．逃避的　13．努力は苦手14．自己顕示　15．気分易変　16．自信なし
　親の性格＝1．内気　2，人とつきあわない方　3、子とうちとけない方　4，頑固・5．家庭の中心　6．権威が弱い　7．包容少ない　8．母（父）親らしさ
　がない　9，一方的　10、神経質　11，潔癖　12．子への余裕がない　13．心配症
3）実線はギャンブ直前の記入，点線はキャンブ後1か月の記入1性格で数字のみはキャンブ前のみの記入，○はキャンブ後も記入，→はキャンブ後のみの記入
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；・ 村他＝購床桿題の勤果型簿・

信と もなヴたで～らるうρ体調を最後にこわしたこ と凄㍉‘

今後にあまり無理鉢すまいの反省につなが胞ば， 零ら奪

rよいのだカ㌔㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　
〆

　今後の課題としては， ⑦統合駐に？し）ては， 艮架にょ

る勉強昏φ憩欲と学力をξう・する期が彦り・、、ζ也瞳埠い

つくまで蒋別り個別離応が躰要であろう“．＠躰駒輝制

は，でぎる陳り彼が求挙雫雫γブで自償も得西で・彦 ろ

・う芝 支配「俸存型伶讐零い子讐 魯シ洛テムニ塑ら串肇レ1

長期問かゆて綿畦体跡育？ ζう聾も？て》、‘ ゆ
繊合過翠では乳彼に無罪ざサ挫折費せ奉》ように♪き沁

細かな彼Φ嬢舎性にあった蒸テ7ブゑ踏ます， 謝埠によ

る完遂≧．成功の体験を蓄積さサ， ・、もρて主体輩り肇達に

資すうようにする。㊥支嬢性は非詔のζと期航もかなり

難しい。 支援者に同ヴ化レて主体悔が育う断く ㌔・冷らで

ある6支援者間単不r致があ為と1 その場そ4〉場り同一

化にもな？て統合が乱れ・噸おのこと同一臨、庫体断

育ちにぐく。なる。やはり主担覇者を摯め，㌧他の支援者遼

これとr貫性をもつよう連雛を密にする軋主担当者趨・

本児と定期的に面嬢しi 彼のあら倹る隼活体験を受容 し

つつ， 彼ゆ不安葦けを緩和す15よう準しτ，』疹と曝彼洋

一つ一》2の体験を，．役自身参ど1う愛サ≧り乳、ど・う解漆

しシξう統合レていくかをプ、慎重碑支援していくや．く胞

1・ぐれ．も指示や助言は与えない．よ、う岸するg②以上Φ処遇

は彼年に苦手だろうがを彼ゆ輩椋拒否参克脹1も今後り〈

生転こうした過程φ鱗と働ゆる死を健るだ
け理解させし．4の主担当者の期笹すぐ役割に・ 彼誉祥ヤ

応える号と塗励ま・して耀くp、皆ア考ズでの彼の行勤φ意

味炉ら串発レてう1壌勿時㌍の思い出際海ぐヒ虞秀211彼の

雛騨鹸われてゆ琳鰍蛎懸テム鯵隊
かち脱麹費璽為；と碍塗う。恥ず塵際して養・牽瑚Φや

理療濠潜必1要で毒ろう。〕　　　　　、
．．、

F④ キ軌》プ後約1か月の経過1本児賠キャγブ最鋒

から引き続き庸桃際炎で・1』週間病欠，『．そンの 問琴庭と学槌

との達絡も行われた。9月16日樹輝⇒1》鞭翫1享7日以

降はひ乏りで登校しジ 以後全串席でああoをセ、ン プでの

生活や完遂体験をク．ラ乃全員が認識して役を欲迎レ，ク

ヲ不適の導入力監ス1ムヤズにできたol』

一フ 恥曙豆7シブ面接時の母記入④畳校挺否児調査票を

一ヂ患ママブ前の同調査票と比較す駒≧，1、変化レた点は図

2φ通りである。．、5段騰碇の、うち③4段階の上昇衝

悪
1〉をみたのは・ 子り登校Φ全出鵬∫⑥3瞭陽㊨上昇

嫁，、、婿子関係の母の共同性我◎2験階の上昇壷お母一

テ関飯で子ρ共同性、と駆の親近感≧学茂o話題Q増，．

子の状態で友人とρ話合い乏学樫へρ好悪1で疹り！，一rその

ほか母う処遇者関係で母の満足と処遇者、湛母に・？》・てき

てく樋晒不男鹸評定2に碗型・恥単脇．卿
　最購爾下降｝（2マρ1参柴母「子開係で母璽學零下爽犀

とな？《ゆ・4騨勉下は鱗興ρ塗挙⑨騨さ
れ塘鰻罫残？蝉題・（変焦力～あまラ拠・4・，・尋嘩

　定）は，子の教師との話合い， ◎気嬢抹船塚摩申厚教サ

　察庭きゅ内閉γ授業内i容φわか疹塵さ～ll輩埣昏爾學賃の

網・畢の土』身と時間の騨1ゆ、姫ジ、であ勉、孤、・、

　　（登挫昏の導みを爽・r、ほ裸亀ア、マノ≧．興レ串 トう、毒1牽答

　的窮前進的雰囲翼り、もと隆∫、認噴ら奥喬；“タ、い子鷺タレ

ての輝r鰭型で醗磯麺茜bし 今は騒効1堕、
、シネテム㊨も之K手罫歌ブ燈卑牽自醤をも．？τζ全串蹟で

　瀕張り・学捺ヒトの身ま；ら なさ浮減ラて衣〈≧孚話合喚蚤

　増え，．邸㌣討レて」も共同」隼や緯近盛が増え！ジ 学擁ρ箪も

　多くするよう になっ，実いそσ二 しかレ反面ガまだ心購黙

や家庭内き㊨内閉≧反筑・！．授業内容のわカ、ら：類さy．教師

　との謡合曳・の少なさ，，登枝さり自信の叛さそ塞・残 ヴ・て鉛

る・．母鑓も雌校酵1職？てし、る嘩オ；，1．輝過渡

期で彼ゆ肇稼揖否の諸痺状粧操業Φ診翻うなさ・と亡杢準

消え頴ヤ1叛い蚕 rキヤ／ノ④金後爾課潭のうも・ ④々外的

規制㊨出発嫉ぞみr零準p葬ウ種その但の点瞳ヤ・ずれ桑

　ま準あま り行われ・てぎらず5，i放置さ恥てヤ渦よ、う・澤歪

　． 母準つレ・て壷3し・ テ窪璽支鴎をやや翼嶺子ρ ヒベ花で4）

共同性を驚偉・麺51 職恥ξ時置のゆと1りりなさ髄

　ま二り変わっヌ；野な野すこ処翠者車．り閑係では，1処遇者瀞母

マ〉し｝うことに？レ・『乗き∫、く．和て£に僑峠満犀の稗鱒、にあ

　る9』母も④の3ξ醍的な麹卵蔑制を開9～》・受容飽塗支探悔

1こ変わρマ？あ1るg　lレゑ、レ粛、ζり母Φ本児昏り評価摩煮

箏寧かもし熟なy’⇒ζかなり騰レ忌』翻β勺な癖、じさき鼻す

為g蔦の母り眼：とヂAQ話合琶ザ少なヤ噌邸φ隅≧訴無

になζるg』典は自分を爽町認夢牽容1し丁こく塾委≧．登ろ1で比

キャソズ曝。う唯き隼融する碗で湯？1欺ヌ、イ野

諦で眺められると賄で嬬力が騨で絃踏椴
のマこイナス評価砂も最後は同一化す為．ので嵌な》》かと・！

危裸さ樋力疹で多為。：〕』∴、・｛ず 討」1鷺，観議
　．⑤ ！そ9鋒弔緯…過 ：」司年ま1月禾から惑通学糞塗力；琢肇

鮮なり溶児の所属する班力1魁塾ゆ馳慾席レ
雄めン。エ2月も約半分欠席類導えズ、耳月鱗耐寒ヌ 77望2
気にして登校したのセ審a 日間だけで多為脈2屓澄、目準家

庭，学棟，児牽相談所と もに在宅揖導の限界を感じ，』印

時保護（施設入所を含む）も検射されたが，それ以後学

校側ρ働きか吐もあって小学校を卒菜ル・1・中学校に込学

1した。中学入学後は1日嬬レ纈圭》潮轍陶蝿姫

狂教甑炉そのつε連れにい津霞綱友の家庭簸問，載画〕づ

て，5月2手日まiで1どうに跡輩校を競け1∫』・1るか翠挫を2し

ぶる理由鵬 運動面を中心竺どヤた費手意識が・与1で（多っ．
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｛，やや低下している学習面には負担を感じている様子

はない。’全体に無気力で，速れられて遅れて教室に入っ

ても恥ずかしがらず，また，いりたん学校に来てしまえ

ば，ケロッとして結構授巣にも集中でき，交友関係も少

しずつでき七ぎている。

　 〔登校拒否の再発は，一つには，キャソブ後の登校導

入にみる受容的な支配一依存システムの中での認められ

期待される役割が，次第に平常に戻ってなくなっていっ

たこと。つまりは，彼の安定，満足するような状況支援

が消えて，もとの外的規制が強まったことがあろう。班

登校の班のない珪由は不明だが，彼には集団の一員の地

位・役割さえ，・はずされた思いがしたのかもしれない。

二つには，教科の二大側面である学習と運動において，

彼の求めるシステムと役割があるあいだ砿，キャソプと

伺様に彼は精一杯頑張ったのかもしれない。しかし・完

遂と成功の体験は容易に得られず，むしろみじめな挫折

が蓄積され，・統合性に自信を失っていったのだろう。こ

れら二つが垂なると，主体性の弱い彼セま，支援的な依存

先喪失となってみずから役割をも失い，耐性の限界をこ

えて家庭への依存に退行し・登校拒否を起こすのだろう。

　中学入学後5月半ぱまでは，新しい担任教師の熟意あ

る強い登校規制でどうにか登校継続になっているが・こ

れは主として厳格な支配規制に彼がやむなく従ってい

る，・あるいは，こうした形ですら担任教師からの特別扱

い，支配一依存の特別に認められ期待される役割を，彼

が求め実現している1ともいえよう。全体の無気力さ，

遅れても恥ずかしがらないこと，そして学校へきてしま

えぱケロッとして結構普通にやっていることなどの中

k，こうした屈折した彼の心理が窺えようoその意味で
　　　　り　　のは聞題はより深化し複雑化してぎている。担任教師のこ

うした特別扱いが続いているあいだに，既述した⑦～㊧

のように彼の問題をなんとか緩和，解消しておかない

と，特別扱いが止まるとともに，本格的な一層悪化した

登校拒否になりそうである。彼のような場合は，やはり

事前に心理療法をイソテソシブにやって主体性を育て，

この新しい主体性中心の生ぎかたをキャソブで試み・さ

’らにラィードパックして現実の登校適応に向かわせるの

が至当かと思われる。キャソプは，いわばリハビリのハ

ーフ・ウエイ・プロセスとしていくのである。〕

　（3）M・1ケース（中2の男子，登校拒否期問1年，

・怠学く孤独＞型で被受容欲求的）一家族構成は，父

（45歳，会社員），母一 45歳），兄（18歳，高卒浪人），本児

r（14歳〉，妹（U歳，小学6年），の5人家族である。

　①登校拒否発生前：母乳が出ずミルクで育てられ，

ひきつけを1回している。4歳で私立の保育園に入り，

2年目に他児にいじめられ登園を拒んだが，保母が迎え

にくるようになってからはスムーズに登園している。性

格はおとなしく，小さい子の面倒見はよく，ほとんど手

のかからない子で，第一反抗期はなかったようであるo

小学校時代は，6年間を通じて風邪で数日欠席した以外

は問題なく通学し，成績も国語がやや不得手のほかはよ

く，交友関係も良好だった。ただ発表など積極面には乏

しかった。中学に入学した1学期は，風邪で2日欠席以

外は全出席で，学期宋の成績もクラスで1番，学年で18

番であった。そのうえしばらくテニス部で活躍していた

が，これは自分でやめてしまった。なお中学入学直後か

ら，帰宅する本児にかなり疲れた態度がみうけられたの

で，母が医者に連れていったが異常はなかった。

　〔1には“中っ子の悲劇”を感じる。兄は第1子で皆

に可愛いがられ，例えば父を占領する。妹は末子で可愛

いがられ母を占領する。中っ子だけはいくところがなく，

っいひとりぼっちになるoこうした中っ子が両親に認め

られるためには，上下が甘えて比較的手がかかるのに対

して，表面比較的自立が早く，テキパそと自分のことは

自分でやり，「あんたはほんとに手のかからない“よい

子”だね」で認められるしかない。しかし・そうしてい

ながら中っ子は内面愛されることの少なさに，どこか淋

しさを感じて影が薄く，またライバルの兄妹や差別して

いる父母に，潜在的な嫉妬や葛藤をもっていた りする。

甘えっ子は自己の存在すべてを表現して受けいれられ

る。中っ子は自己表現を抑えて，認められる“よい子”

の役割の忠実な遂行を通してしか・受けいれられなくな

っている。したがって，基本的には内面と外面の乖離が

あってその統合がポイソトになる。内外の萬藤が強くな

れば神経症状も発生しよう。1の場合は，葛藤があまり

強くならないうちに，むしろ外面の役割を放棄して内面

の個人内領域への孤独化を選び，以後は後述するよう に

怠学く孤独＞型に移行している。

　幼時～小学時の状態が・上記の1の心理的ダイ ナミッ

クスをよく物語っているようにみえる。1の小学6年時

に兄は高校進学を果たし，続いて大学をめざして勉強中

であろう。1は家庭でその存在が認められ受け入れられ

るためには，兄に優るとも劣らない成績をあげ進学過程

を進むことだと思ったろうし，入学した中学では・小学

校と違った厳しさと勉強を訓辞その他で要求されただろ

う。あるいは，自分と同程度か以下の成績の友人が，よ

い私立の中学に入学した口惜しさも，心中あったのかも

しれない。ともかく1は，こうして設定されたいわば模

範中学生の役割に，人生をかけて頑張るようになる。し
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、
』田村他；．臨床相談の効果瀾定

ばらく彼の統合性ど耐性め緊張が続ぎ，1・疲｛労がゆだう

’た。途中でテニヌをやめ運動面の役割を声部放棄じたの

・ほ，』ヒ O疲労のためだろうぴしかしともが．く 勉学面ば頑

張り通し，おぞらぐ最後め耐性め限界でグラ7；プしづつ

も1優秀な学期末の成績をあげる『ことができたδ〕，、

　②　登校拒否発生後1夏休みは釣りに協かける．ごとが

多すぎて宿題がでぎずレ最後め⑳日 けん命に取、り組んだ

1が追いつかなかった。・2学期開始後5日間登校しだが多．

1以後約1年にわたらて全欠状態と なる。1’．・、
，、

　　〔優秀な成績で，家族も学校も1を見直したかむ しれ

、ない。1しかし， 耐性の限界で統合（防衛）め危機さえ感

’じた彼は，もう ζんな「ヒ とは続けられないとレむ しろ淋

しく苦笑するだけだったかもしれないひそれに限界まで

頑張ってクラスでは 1番だったが学年でほ18番であるこ

とにも，自己の学力にかえって限界と空しさを感 じたの

1かもしれない己またもし家族が，彼の期待するぼどの見

・直しがな かったとすれば1、丁こん なにやっても1， やっば

りボクだけは」1と5 一層蟄…しさを感じたカ・も！知れないづ

いずれにしても，こ うしてえた優秀な成績が，．彼の揚

’合，丁よしi、次のステップヘ」という完遂と成功め自信

1にあま りならず，ドむしろ挫折と消極性へ向かわせたよち

だσ

　夏休み中の釣りは，こうした状態にあり，』疲労に打ち

のめされた彼に とっで，・恰好な孤独な気散じとなっ．たろ

・う』 宿題がらの聞種の怠学でもある6．1‘優等生の息 切

．れ”で庵ある。彼はこう して疲労を癒し，・統合性｝（気

力〉の回復を待らたのかもしれない。・家族はヲ優秀な成

績だらたの悉大目にみたか， あるいはもと もと彼のこ之

’にはそ．う関心を』よせなか ら．たか，・であろう。しかしとも

・、かく，1彼の疲労く勉学に？種の生理的嫌悪となっズいた

・かもしれない）と統合性 （特に意欲）、め回復は、容易で

・なか、づた。このあた・．り も，注意深い家族なら何か間題に

』気づぎ早期発見をし，，彼の心理治癒に支援の三手 をかせ
Ψま、1、彼の以後の間題は起こらずにすみ，予防がでぎたの

1かもしれない。 　　 ．　ゴ＼　．

　しかし事実は放置され，夏休みもあと10日となる6彼

に役割規制に責められセ種の恐怖に近い感じで，心身に

鞭うち宿題に取っ組んだが，遂に完成はできなかった。ご

・彼はここでも挫折を深くした。 しお・しおと新学期の登校

．をしたが，』おそら、く初めての宿題未提出に，’彼はこれま

｝での役割の喪失を感じただろ。う．し，、また短期間の宿題提

出期限の延畏があうたとしてもう彼に醸電はやそれに応

ミえる無力がなか り た樹1すべてが面倒くさ．くなヶて，・1延長

；された宿題提出期限が切れると1とも犀，登校拒否となっ

たのがも1しれな恥61このあた りの追いっめられ・内外の

ン葛藤の中で気力が生蔓塗㌧｝のばド吋種㊨神経症状でも多

ゴろう15 うずコ’』1』 、島：1』 ∵－1”　」』〆尺ロ♪ 1，ン『、』ド～一1異疑

　．登校拒否が始まづた当初は1父が無理に連れ鉦そ）う諸

し尭漢結局失敗した。体育祭当 日．本児ぽ1人で母方の

実家に行ザでし．ま い》連絡して も戻ら、な吟例矯一1復爆が

∫車で連れ戻しだこ ともあるポその後父は蛇普段に帰宅が

遅く，、～休旧 も団地の野球に熱中して1、本児との接触はほ

』とんどない。 二患は常に1目、うるさぐ本児を責めている6 妹

iは活発で本児と嫁性が食わないφ、成績Qよ、い兄との関係

は露要だが5＝ロ残念ながら不明であぞ6二本児セ馬、縄≧据茜

藤感情，、兄妹に嫡攻撃感情を秘め零いるカも表面に自己

表現や要求が少な く，形式主義的で個悔碍乏し唾ず家庭

二内ではのびQびしむ場潜得られずう、さ』グ≧ズ友木≧も孤

立しているq 生活史の調査でも・母の本児きη接触は稀

：薄で・そのうえかな二吻口やかま、 しく・強制し乏 ．本児を支醒

』的に汲っ、ている6その他芝．本児の知能は普通以上で∫性

格は内向的，受動的，小心で傷っぎやす1く私 r自己評価も

低い。．1
．、

㍗』．』ご、l　l ：‘蹄．
＝．

　て1の心理的ダィナミニヅク路か：ら“づて〆ま』さ艦そう

であろう6登校拒否前に∫、ヒぞれでも家族の中岸認められ

受け入れられよう。とした役割努力をデ ここではもはや数

棄して，．個人内領銭に貞閉的艦なうている6』思1えば弧中．

・1の学期末力、ら9且にかけて；の苦悩セち．彼に大きな手、ラ

ウマとな』リゴ、未解決のまま孤独の中に沈潜し、でしま・1う

た。家犀でびと り除け者のよ”う犀なウ ヂざらに母から責

められては， いづたい昔から誰のためにこう』なう、距のか

と5 不平，．不満の感傍も湧こうo，しかレ） ．、それをも押レ

黙って・、レ・わぱ自らも関係を断づて』 』能面φ よ1うな生活

をしているo しかもそう．して》る自分へ¢〉自三己評価が低

1く ，自信もない。〕　 　　 』・． ン、』い、冒rぎ引“：i
lキゼスプ直前に父母が相談 しつつ記入した登校拒否児

調査票によると，・ やはり本児のポシマ！と・し∫、ボソヤリ・と

すごレている孤独の影がこい。 反面，l　l父母の方噂生活の

満足や性格の反省がないのがゴ奇妙な感じがする。・窯ll

　〔母は本児とあまり闘係のなヤ・ところでゴし生活L孫厨

』るよう／だO〕．な　1 ｝
済、』、　　六∫“て』 1、，ガ民’『

　③rキャンプ中φ経過＝参加意欲に， ゴ母は壇極的，，本

児に消極的である6　〔1は日、うるさ丸支配駒な母Q腕う

・まま に，』身体を運んだというところ躍ろうかぎ内画にキ

ャソブに期待するも のがあうた どして・も‘ 、『 の前では表

現せず，消極的とみられたこ ともあるだろう！＆キ1婦ゾプ

に期待するものがあるとすれば， 、「そンろそろ1どうにか・し

ツよき鴻｝あ．1．といったものカ、もしれなヤ・5 〕” 苫い 『丸＝』 ・二

、曇）・1

9月2 日一吻何の抵抗もな1く来所し， 出発前の待機
、中， 、、またバ堺乗車の際も，緊張レ1てい為よ、う’喪1が二無表
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情。 現地到着時も同様で，淡々と宿舎本館に入り部屋（

男児4人のみ）に入る。終始無言である。荷物の整理は

よくでぎているが，ベッド・メイクは不慣れのせいか少

々雑。終ってベッドの上にポツソと1人で座っている。

開村式でも無表情で無言，担当カウソセラーとアシスタ

ント（観察者）が紹介され，「よろしく」というと・は

にかんだように小声で「よろしく」と返癖をする。

　ゲーム・スポーツ時は，わりに楽しんでおり，後半は

かなり集中して頭脳的プレイもする。しかし本児の存在

感は薄く，また眼が合うと微笑するが，声を発すること

はほとんどない。散策時，展望台に登ったが，顔を輝や

かせて広い風景をみるということもなく，落着きはらっ

た様子。帰り道に誰からか冗談が出れば笑うが，自ら話

すことはない。笑いかけるよう心がける観察者と眼が合

えば，微笑する。入浴時「風呂は？」と聞くと，「あと

で」と答える。入浴に少し緊張があるようで，入浴前

に， 顔には若干赤みがさしていたo

　集団面接での自己紹介は本児が最後だったが，出身

校，名前，趣味を答えただけで，「他のことは一切ノー

コメソト」といって全く話さない。「好きなタレソトは

？」の問いぴこも「ノーコメントだカ、ら」と答えるのみ。

しつこく聞かれても抵抗する用意がある，といった表情

を一瞬見せた。また冗談を一言，自らいう。消灯後，子

どもたちの問では会話がなされることもなかった。

　第1日目を通して，本児は「1人わが道を行く」とい

った印象で，また，すべての活動に消極的である。他の

子どもたちもそうだが，まだ仲間関係も担当カウソセラ

ーとの関係もできあがっていないようにみえる。

　〔孤独で自閉的な1が受動的にキャソプに参加して，

自己防衛しつつ指示のままに動いている。話しかけや笑

いかけに対しても，表現はやむなく最小限に応じるだ

け。このあたり，家庭でのありかたを正直に転移してい

よう。入浴時に感じる性的はずかしさも含めて，個人内

領域への固着と防衛が強そう。これが解けるかどうかが

今後の第1の課題となろう。反面ゲーム・スポーツ時に

集団の共有領域ないしその役割にわりにとけこめたこ

と・冗談を一言いったこと，微笑で応じたことなど，集

団志向もあり，ほぐれる可能性もありそうであるQ〕

　ii）9、月3日……洗面など生活習慣は間題ない。ラリー

では，前のグルーブが見えると，追い抜こうと頑張り，

　「（追い抜く） 目標が近いと頑張りやすいJという。カ

ーブの箇所は1人だけ内側の最短距離を通る。担当カウ

ソセラーや観察者が話しかけても，うなずいたり首を横

にふるだけ。　「1は歩くのが速いのでオレ達が大変で」

と，こもごも213度話しかけたが，笑顔を1回見せた

第18集

程度，自分からはほとんど話し出さない。

　〔スボーツにはカ、なり熱心にとけこむ。これまでの生

活の手応えのない空しさから，自分をぶつけて力を試し

ているようなところもある。しかしまだ個人的な挑戦

で，チームワークをはかる余裕はないo話しかけても，

うるさいのかもしれない。〕

　海岸の休憩時，海に足をつけることは少なく，ほとん

ど浜にポツソとした感じで座っているo　〔スポーツ時以

外は，自閉的に引きこもっているo習慣であり，一番楽

なのだろう。〕

　帰途のラリーでは7また意欲的に頑張るo　Y・Mが遅

れがちだったが，気にとめる様子はなく，1人離れてド

ンドン先へ行ってしまったりした。

　テント設営と飯盒炊さん時は，指示されれば抵抗なく

一応やるが，指示がなければ傍観しているだけ。自らの

活動性には乏しく，他の子どもたちとの協働はあまりな

く，会話もない。〔好きで得意（？）なスポーツ以外

は，すべて面倒くさくて，意欲がわかない。指示のまま

に一応動くだけ。人間関係についても同様である。

　夕食も無言，終わってテソトの近くに工人で座ってい

る。　シャワーは浴びな㌧・。消灯後一智， 二言，仲間と話

している様子，そのうち「Y・M岩は卑獲なことをする

んですヨー」と大きな声を出す。また懐中電灯でスタッ

フ達の様子を窺っていた。　〔入浴に代わるシャワーを浴

びないこと，卑狼という言葉，彼の自閉には性的関係が

絡んでいるようだ。自閉の空白の中で，性が気散じにな

っていたのかもしれない。Y・Mの行為は，自閉の彼の

こうした内側を突然繭激したもので・思わず叫びをあげ

たのかもしれないが・この自己表現は彼の内・外面の一

つの疎通になったかもしれない。また思わず叫んだ時

に，スタッフに訴えたこと，そのあとのスタッフの様子

を窺っていたことなど，彼のスタッフに対する無意識の

かかわり志向と，その後の意識的， 積極的な関心の発生

を示していよう。この場合スタッフは，まず孤独な彼を

助けてくれるもの，そして保護と指導を与えてくれる者

として登場していよう。〕

　iii〉9月4日……遠足登山の往路で，休憩後の出発時，

本児はなかなか立ち上ろうとしない。r一番最後から行

く」といってスタッフに｛足され，先に行ったり，観察者

が笑顔で促して，笑顔を浮べ立ち上ったりする。山なみ

から海まで見渡せる風光明媚な場所に来ても，本児の表

情はノくッと明るくなることはなく，、比較的無表情で，関

心がないかのようにうつむいて石を蹴るポーズをとった

りする。また，一行の後部に男性が多がったせいか，本

児自身は歩くのが速いのに，最後尾の方まで速度をおと
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、

田村他：臨床相談‘p効果測定

す傾向があらた己目的地近・くの最後の休憩で，㌃N？Aが

1人遅れ七最後尾にいた。 本児は立ち上るよう促される

と， 』rそれとギみ（泣賦Aを）押して行く「」法いい，∫スr

タッジがN・Aの手を引ぎジ’本児は背後から押して坂を

登った。、； 二』　11 』二： 1　・－ ∫
・τ

　・〔L抵競争を含むゲ」ムやスポーツは好むよ1 グだが，

それゐない集団行動には意欲がわかない爵うだ。’兄妹に

対する競争心演あって，1それが彼φこれまでφ基本的な

ファイト になづ1競争を続けられなくならた時，1彼をまう

ずくま防あとはやむをえない時だけ，後尾がら受動的、

についてぐることになっそいだのかもしれない・自然へ

φ興味，関心はジま淀心に余裕がないのが，眼に入らな

いようだoしかし，・笑顔ぞめ対応やN・ Aの後押しな
ど， かがわりと役割にやや積極性が出てきた5彼には，

母のような一方的な外的規制淀けセなく，1笑顔で促ずよr

うな，彼φ存在を受容rしての期待や指導が向㌧・ている。

思えば，とうした存在の受容と期待される役割，指溝

が，彼にぱ最も欠落していたし，彼が最も求めていた電

のセあろ う6 』なお，男性4）近くにいるのは， 彼の性関心

をやばり物語づていよ．うrよ〕。 r　l1 露
　目的地でφ昼食時は詑本児は会話のない雲ま弁当を食

べ，昼休みは1入木にもたれて寝くいた。　〔従来の姿で

あるo〕帰路は山蛭に喰いつカ≦れる6．捕虫網に山蛭を

2私 3匹く6つけて．おりスタッLフにと がめられるが，．何

力≦書い返レたそう1な顔をしだにとどまる。キ 華ソプ場到

着後は，「本児ほテソドペの近道をとる占』

　’〔1 の持物腺全体によく，捕虫網も彼1人が持ってい

た。・競争心と劣等感の衷返しかジ．優越惑を持とうとする

ととろがある。ぞれをとがめられたのは， いさ さか不満

だったが， 外的規制に言い返すほどの強さはない6 兄妹

ε母とめあいだそも』また級友と先生とのあいだでも，1

そうだったのだろう。・〕1∵』

尻夕食φ後片付けゐ癒で，！本児は若干非協力だとスタッ

ラの1ご人に注意された。本児は一瞬「エッ 」 という衷惰

をしたが，蟻抗感はなかづたσ』〔意欲めな小時の彼の態

度示注意された。 彼は従来とも紀その態度に甘んじて“

たゐで，瞬間がら；くりした。乏向時にl　lそれまでの受容

的，保護的』指導的なスタッブの雰囲気から，一方的な

外的規制と七・うよう，そこに彼め内外面を疎通する期待

さ池る役割をも，感じたのかもしれないδ）

二 消灯の箭』本児はシャウーを浴び1蛭のために血に染

まらたGノくソを1人黙々と洗っでいる。 観察者が「Gパ
レ唾まタ ワジセ洗ちといいよ」と㌧・うと，　「ノ、イJ と自だ

け動かして炉た。’・〔1ほみろともないとか， 劣位には耐

乏られ1なか6兄妹筒惑も， 1宿題未提出の級友間でもそう

だづた。この点町彼に過敏で・ また傷ρき空すンく罫そこ

から自閉的にも帆きゃす恥る消極的な埠昌頭1蒸聾が冷．

る。しかし憂ヒ・う・し驚面は役の内側㊨総貧晦であ？誓ぞ』

そこに観察者から声をかけら劃ても』無関係なリマ冷ろ

う。
．〕

汽、：〆』” 』 』．

ll』∵
1 ∴！kジ∵1レー．ミ

　消灯後ゼ前葎よ、軌プ層盛を蕉仲間と話漏合ラて～偽g．

子どもの一人が「（ス、タッ7達は）何をして唾ありか塗』

とヤうとデ本児嫁、「酒を飲痴で》る、ん氾よ」 と黛うρ

　〔優劣を含めで警戒的だっ準復も，ぢ瀬いぶ塗れ，♪ま た優

位を保てることキこ安心レたずさらには本日 り⇒、摩堕厳レ

い遠足登山を， ともに完遂レた仲間意識ガ共有題燐瀕で

きあがづてき ているo、また，ゴγ父母のも・とで母妹間準苦労

し激師の酵鰍友彫蹄硫伽』婦断騨
的立場に立つ者 （こすでにスタッフ〉 群不信と距雌をも

ρが・その動薄に轍無表埼のかげで〆案外鱗盛塗の期もこ

レれない。　「酒を飲んで染姿んだ輿」』1り藷調溝不開・だ

が・ 親しみをもっでい塗より乳 ．きしろ律来の襲母や承師

からの転移と して』r消掩的な攻撃や見下し摩含ま燕て陵

たような気がする。 前述の集団から離れやすいこ占へ、、非

協力性ジ促しを指導に対す多消極的対応などは。斗うし

たと ころから生じ為りかもレ匙な㌧醸キヤ 翌プ全体を通．

して・ 彼は比較的正直搭気詩¢）ままに動き乏律づズ蘇移

も率直のように見受けられあ¢キャとブΦr痩爾機能ξ

レてジこうした転移を大》・嗜表串零㌻登胞をマィ・▽ぢ受

丼ックして心理療法に結ぴつ硬為こξも，、考え‘ 疹：恥・よ

う6〕　・ 　・1・・：1」ゑ rイ㌃』』・．（llへ1
＝「

・iv）9月5日一‘・早朝体操嫁プ’r応それな身群つ酸て層

くといった盛じ。．朝食ρ準備はシ粟領未く傍観レ・k厨見

やっているような印象を与える6：片づ眺自分Φも鯵

み洗う。終るとジテソトΦところでポツx≧レて装義。P

動く時は自分Φ周事で動ξ¢。他り子ξぢ達と多まり話塗

しないがジ全く1人かけ峰れて㌧疹ζともないg。 〔窮襟

の湧かない時の彼の態度だが，1・今度はス殉7り指導に

やや巧妙になっている。 内外面の統含を・』彼なりにやう

ているのだろう。安らぐ時に，集団と台定の距雌盈置

き，自閉的な内面を乱されることを好まな～・・llよ．うで，あ

るび 〕　』　』 　　 　 　　 　
：』1な

r）・』寓、〔』』べ ！

　運動会』 （ドッジボ」ル）は熱心にや り，11人に声かけは

しないが笑顔は見せる6特に人陛ボ》ルを当てよ1うとす

る時は，なかなか真剣な表情。i終わうて木陰で漂ん燈野

た時は，無言でただそこにいるゾと蟄う印象を与えう¢

テ～トヘは，『1人で近道をする。ll〔競争的な界ポもツに

は熱心で，慶位性（あるいは潜在的な攻撃性＞を示そう

どし1充足されれば満足する。・休憩時以後は楽な自閉に

戻るo〕　P” 』　 』、』’・』1∵ ヤ ド、航ik、」、プ 一竺
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・テン・ト撤収後，宿舎本館に戻る時，本児は「坂の上ま

で押してあげおよ」といい，観察者の背中のカバンにの

しかかってくる。r重い垂い」と苦笑してみせると，グ

ソグソ押してくる。観察者の知る限り，これが初めて本

児が他人に，積極的に自ら口をきぎ働きかけたできごと

である。顔には笑いをたたえ，友人とふざける時のよう

な印象であるo　〔1は，キャンプももう終わりだと感じ

ていたoキャソプ中，最も彼に受容的な揖導者であった

観察者に3彼は甘えを爆発させた。思えば，彼の人生で

最も求め，最も欠落していた部分である。　「重い窒い」

と苦笑され，今度は彼は観察者に密着し，カを奮ってと

もに坂の上までのぼった。彼には，こうした自分の存在

を受容し保護し指導してくれる入が，真実ほしかった

し，そういう人さえいれぱ，そのもとですなおな彼本来

の主体的統合も発揮される。そこではもはや，他への競

争や攻撃，そして自閉も不必要で， 捨てられるべき重く

煩わしい道具にすぎなくなる。彼の健康な立ち直りは・

こうした指導者との生活システムがも・てるかどうかにか

かっているo〕

　親子レクリェーショソでは，ゲームはわりに楽しそう

、にやっているが，おおむね無口でまずまずやっていると

いう感じ。到着していた父とは相互に話しをすることも

ない。歌を歌う時にも，父からは離れて座っている。観

察者が「知っている歌がなくて困っちゃったよ，この歌

め前半知っている？」と話しかけると，「知っている」

と，わりに社会性のある笑顔と答えかたである。歌は大

きな声ではないが，一応歌っていた。宿舎本館に戻る

と，本児は1・人でベッドの上に座っている。そこに父が

　1度いき，何か話しかけたが，無雷でうなずく程度，笑

顔は見せないoキャソプ。ファイヤーの出し物では・本

児はY・Mの間違えたところを少し指示する。消灯後，

子ども達はあまり話をせずに眠った。　〔父の出現で1は

少し気勢をそがれた。父とは距離をとっており，それ以

上のかかわりをもとうとしない。観察者とのあいだは親

しみがあり，正常な健全な姿をみせる。仲間・に 対して

　も，やや積極性がでてぎたo〕

　v）キャソプのまとめ……〔1は，その統合存在の受

容，保護，指滋を十分えられず，兄妹一（や級友）閻の競

争に結局破れ傷つき，それ玄での役割と関係を放棄して

　自閉的になっていた。rあとは，ほとんど周囲との関係に

反応せず，やむをえない強制的な外的規制にのみ，受動

的に身体を動かす状態だった。キャソブでも，この状態

　の転移，再現が，よく現われている。ただし，競争的な

　ゲーム・スポーッには，抑圧していた競争，攻撃感情が

　吐き出され，その内圧性を低め，彼を身軽にするのに役

立ったようだ。キャマプ全体の受容的，保護的，指導的

雰囲気と，そのもとで厳しい課題完遂の仲間意識をもっ

たことは，徐々に，あるいは時には急速に，彼の防衛を

解かせ，内閉の個人内領域から集団の共有領域へ立脚点

の移動をさせ，そこでの快感をも味わわせたように思え

る。むろん立脚点は，両領域のあいだを交互に移動し・

後半は（やや巧妙というか，ずるいというか）両領域間
　　　　じ

のある統合をも現わし始めているo特吋親しみを持った

観察者は，彼にとっては，長年求め続け絶望もしていた

受容的，保護的、指導的支援者の代表，象徴として映

り，彼はその指導（促し）にすなおに従い，彼本来の存

在をぶつけて甘え，最後には正常で健全な対応を も，こ

の観察老とのあいだでは，示し始めた。

　自己評f面の低さ，自信のなさも，完遂や仲問に対する

優越体験で，ある程度自己を見直し，自信ともなったで

あろう。以上から，キャソプ体験は全体として・彼の内

閉力ζ開力・れ，リノ、ビリの芽力ζ出力、カ・った貴重なものとなづ

たろうo

　今後，彼は受容的，保護的，揖導的支援者に恵まれ，

無理な競争やその劣敗に働つきさえしなければ，徐々に

内閉的習償から脱し，正常，健全化の道へ向かうものと

期待されるQ⑦統合性については，上記の状況に恵まれ

れば，おそらく内閉の空白にいるより，リハビリヘの統

合意欲を生じるだろう。勉学，運動，生活規律の統合能

力については，1年間の全欠のため，追いつくまで特別．

の個別指導が必要だろう・もともと彼は能力はあるのだ

から，他児との比較でなく，彼自身の進歩の度合いを評

価し励まし，自信をつけさせて指導をするのである。な

お，高校進学については，彼が中の上以上を占められる

高校を選択する方がよい，と思われる。あくま．でも，他

児との比較でなく，彼自身の存在を尊重し受容し，彼自

身の発達を指導することであろうQ

　④外的規制についても，全く同様であるg申閉と孤独

の中で不安定だった彼は・むしろ受容しての指導を求め

る欲求が，背後にあるように思うo◎統合過程も同様

で，競争というより，彼自身の発達目標をキメ細かに設

定し，そこでの完遂と成功の体験を稼み重参られるよう

にする。㊤支援性はまさに・上記の状況と過程で彼が前

進できるようにすることである。②彼の生活が一応軌道

に乗ってからでもよいと思うが，登校拒否とそこに到る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ過程が彼のトラウマとなり，今後の家族，学校へのしこ
　

りとならないように，心理治療をレておくとよい。なぜ

登校拒否になったのか，なぜそこから立ち直れたのかを

洞察することは，彼がそのとらわれから脱却して，新た

な別の大きく逞しい主体的人生を開発することとなろ
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ζ

　　　　　　　　　〆　　’　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　【
　　　　　　～　「　　　

、競 1子　 ㌧ 皿子（対象児）、の状態 『1．2
3 4　 5．X

・’ ∵親く自分）一子（対象児ア関係 』　　　1
2 51ズ　 ズ2－341

5 × 1　心気症状・（ない一ある）
’ノ

1　自己表現（自由rLしない） 11
匹 2　不安♂おびえ （ない三あるン

10ー 12　相手からの受容（十分一ない）
1

1 3　家庭内反抗・暴力（ない一ある）
3　自己の要求充足（十全一不充足）

、、

，
’

4　子の自己への内閉1（ない一ある）
、、

、　　「

4　関係の型（子支配一親支配）
、　　　■

、

3 ノ

6　7 登 5　子の家庭への内閉（ないであ為）
、、、

（61セま葛藤，　7を取瓶の放任一孤勃虫）『 で 、 、　　　　

、

、

5．相手からの包容、（十分一ない）
〆

’

、 6　友人との話合い（ある一ない）

　　　　　　　　　　　　
／ r　祠　　　　　『

〆

6　自己p立脚点（相手との共有←個人巾）ゴ
・濃 7　怠学の外遊び、（ない一ある）一1 ’　　　　　

（　、　

7相手奉⑳親近感（親一疎γ、8　関係タの自己の満足（満足7不満）、，・ 1』

lr

■　　P ！
cl
1

　■
1　』

8　悪友との交際 （ない一ある）

9学校ぺの好悪て好ウ嫌）
ノレ4　　

gこ　自己による轍の話（するワしない）』 ！ イ 10　授業内容φ珪解（あるrない）
！

10』　自己・と教師との話合い　（する夢Lしなレ～）1［： 卜ド’

　、　　　　
　二』　，

、　、　　　

！　　

！　

　　　　＼1登校意欲吃義務感、（ある一なヤ・）。

き2　登校べり子の自信（挙る一なヤ・浜

’　　　1

、i

なゆ』 　　　　　で 1

r
♪13登校の現実（全出一全欠）

1

i2『 手亟め信頼（絶対一なレ＞）・

1　　　　シ 競

、 ’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じう。ともあれ，彼のリハビリの可能性は，まだとば口に

あ番だけである。周囲の理解と細心の支援が，彼を進め

るか，または内閉に引き戻すかの鍵を握っている。

　④　キャソブ後約1か月の経過：本児は中学2年に在

籍し，グヲスヘの導入もスムーズに行われ，登校開始2

日目から自主的に登校するようになっている。以後5日

目に捻挫で1日欠席した以外は，全出席で元気に登校

し，1担任教師ともスムーズに会話ができる。登校につい

て本児に不安は零られず，親も学校も今後の順調な登校

に自信をもっているo　〔児童相談所，家庭，学校の連携

がうまくとれて，1のリハビリはまずもってスムーズに

開始された。特に担任教師力㍉おそらく 受容的，保護

的，指導的支援を適切に行っているのであろう。〕

　フォローアップ面接時の母記入の登校拒否児調査票

を・キャンプ直前の父母で相談しつつ記入した同調査票

と比較すると，変化した点は図3の通りである。5段階

評案のう・ち＠4段階の上昇（5→1〉をみたのは，子の

登樫の全出席と，親（母）一子関係で子による学校の話

題度，⑤β段階の上昇は，同じく母による学校の話題度

と，子の状態でその登校への自信，◎2段陽の上昇は，

親（母）一子関係で，子の自己表現と，親（母）との共

同性，親（母）についていかれること，子の教師との話

し合い，親（母ンr処遇者関係で，処遇者の親（母）と

の共同性・子の状態で，子の登校意欲・義務感と，怠学

の外遊びの皆無化，親（母）の状態で，心身と時間のゆ

とりと・子を登校させる自信，である。逆に⑥2段階の

下降（1→3）は，子の状態で，悪友との交際のやや増

である。1段階の上下は省略する。なお◎改善されない

ままに残った問題（変化があまりない4，5の評定）

は，親（母）一子関係と親（母）一処遇者関係で，親

（母）と教師との話し合い，処遇者と教師との話し合

い・子の状態で・子と友人との話し合い，である。

　〔1については，全出席で登校の意欲・義務感，自信

もつぎ・敦師との話し合いも増して・怠学の外遊びは皆

無になった。親（母）との関係でも，1自己表現をするよ

うになり， 学校のことを話し，親（母）についてい．か

れ，共同性も増している。ただ，、交友関係に悪友も喝・る

かもしれないし，友人との話し合いは依然として少な

い。彼は登校とギ受容的，保護的，掬導的支援者（教師

と親）との関係がよくなり， 交友や仲間関係はこれから

のようであるo　、

　親（母〉にづ》ては， 1を登校させる自信がつぎ1彼

と学校の話をよくするようになり，心身と時間のゆとり

ももてるようになった。処遇者も親（母）と共同性をも

っている，ととっている。ただ，教師との話し合いは，

親（母）も処遇者もあい変わらず少ない，と評傭してい

る。〕

　⑤　その後の経過：55年11月29日に父母が児童相談所

に来所し，その後も本児が順調に登校しているむね報告

している。以後も問題はないようである。

　〔父も熱心に参加したのは，今回の6ケース中，本ケ

ースだけである。1は長年求め続け，かつ欠落して問題

症状を発生させていた主体的存在の受容と保護，そして

そのもとでの指灘を，キャソブで体験し，そこでの完遂

と集団生活にもある程度自僧をもったのだろう。キャソ

プ後も，担任教師や好変した父母から，同様の支援を受

けられ，これを基盤として順調な登校継続というリハビ

リの成功に到っているようである。⑦統合意欲は増し，

またもともと人並み優れて能力のあることが，長欠での

遅れを取り戻し，その統合性の回復，強化に役立ってい

よう。④の外的規制は㊤の支援性の指導となり，㊥の統

合過程を克服性へ向かって押し進めた。②の心理治療は，

いっか様子をみて行ったらよい，と思われるo〕

　（4）その勉のケース

　紙数の関係で省略するが，K・Tケース（小6の女

子，登校拒否期岡1年，社会性未熟く依存＞型で溺愛

的）は，溺愛的な支配一依存型で育ち，小5になり自主

性を求められる困難状況，直接には夏休みの林間学校直

前に発熱して欠席，以後2学期から登校拒否となる。治

療キャソプには当日朝，抵抗しややむりに説得され参加

したが，キマンブ地に着くと，日程行毒には一応とどこ

おりなく従った。キャγプでは諸所に本児の内面，特に

その要求と規制との葛藤，唯一のきょうだいである姉

　（キでソプでは中3の女子に転移）との競争，そして受

容的なスタッフ（母の象徴か）に対する当初のすがりつ

く依存から同列化などを示し，彼女なりに頑張り全日程

を完遂した。キマソプ後約1か月，3分の1は母が付き

添って間激的に登校したが，以後は全欠状態となる。こ

えて3月小学校を卒業，4月中学に入学した。中学の1

学期は，週2日ほど欠席しつつ一応登校しているが，ま

だ不安定である。

　〔彼女は基本的には，溺愛，過保護的な支配に対する

依存を心要としており，そうした状況がえられるところ、

では，彼女なりにその人並みの能力を発揮して頑張る。

したがってキマソプ後のリハビリは，彼女の揚合は，そ

うした状況からまず出発すべきだったろう。家庭と学校

が一貫して，そしてできれぱ学校の方が魅力的になるよ

う，より優れた状況を用意でぎるとよかった。そして，

そのもとで彼女が頑張る完遂と成功の体験から，徐々に
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図4 登校拒否児調査票〔親用〕のスケール票（N・Sヶ一ス）

　1 親．（自分）」子（対象児）関係、

1　自己表現（自由一しない）

2　相手からの受容（十分一ない〉

3　自己の要求充足（十全一不充足）
4　 関係の型く子支配一親支配）

　　（6は葛藤，7は相互の放任一孤独）

5相手からの包容（＋分一ない）
6　自己の立脚点（相手との共有一個人内）

7相手べの親近感（親一疎）
8 関係への自己の満足（満足一不満）

似　自己による学校の話（する‘しない）

10　自己と教師との話合い（する一．しない）

11相手についていかれるか（いける一いけ
　　ない）

12相手への信頼（絶対一ない）

　H　親（自分）一処遇者関係

1　自己表現（自由一しない）

2　相手からの受容（十分一ない）

3　自己の要求充足（十全一不充足）

4　関係の型（処支配一親支配）

　　（6は葛藤，7は相互の放任一孤独）
5　相手からの包容（十分一ない）

6　自己の立脚点（相手との共有一個人内）

7　相手への親近感（親一疎）

8　関係への自己の満足（満足一不満）

9　自己による学校の話（する一しない）
10　自己と教師との話合い（する一しない）

11　相手についていかれるか（いける一いけ
　　ない）

12相手への信頼（絶対一ない）
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4　子の自己への内閉（ない一ある）

5　子の家庭への内閉（ない一ある）

6　友人との話合い（ある一ない）

7　怠学の外遊び（ない一ある）

8　悪友との交際（ない一ある）

9学校への好悪（好』嫌）
10　授業内容の理解（ある一ない）

11　登校意欲・ 義務感（ある一ない）

12　登校への子の自信（ある一ない）
13 登校の現実く全出一全欠）

14子の性格（該当番号を記入）

W　親（自分）の状態

1　父の性格（該当番号を記入）

2　母の性格（該当番号を記入）

3子を登校させたい意欲（ある一ない）

4　子を登校させる自信（ある一ない）

5　心身と時間のゆとり（ある一ない〉

6　自己の子供時代の満足（満足一不満）

7　夫婦関係の満足（満足一不満）・

8　自己の職業の満足（満足一不満）

9　家庭の収入の満足（満足一不満）

10　経済階層（上一下）

1・2　3 4
5　×
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ノ
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①， 2， ⑦

1　2　3　4　5　X
2， ①， 7， 9， 11

輔
理， 2， 6， 塞0

、、

、、

’

曳
、、

1〉1とnは，あくまでも相手との関係内でのことである。5段階評定（×は不明・無答）の親の場合は・自己は親・相手は1では子・皿では処遇者になる。
　同様に1の子の場合は，自己は子，相手は親である。処遇者の場合は，自己は処遇者，相手は親である。
2）子の性格：1．人を気にする　2．人にはそつがない　3．人とは表面的　4．自分らしさを出さない　5．間くなる　6・自己表現は苦手　7・消極的　8・親

　 と・の分離不安　9，無為　10，傷つきやすい　11．過去志向　12。逃避的　13．努力は苦手　14，自己顕示　15．気分易変　16．自信なし
　親の性格；エ．内気2．入とつきあわない方　3．子とうちとけない方．4．頑固　5．家庭の巾心　6・権威が弱い　7・包容少ない　8・母（父）親らしさ

　がない　9．一方的　10．神経質　11．潔癖　12，子への余裕がない　13．心配症
3）実線はキャンブ直前の記入，点線はキャンプ後1か月の記入1性格で数字のみはキャンブ前のみ記入・○はキャンブ後も記入・→はキャンブ後のみ記入
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馳範軌4り余体的な雰囲気gもξに，子ども達瞳や？≧

息をつき，あるいは藪移的なカタルシ不とし∫窄牢し，
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しろ正しくは，親の事実と，親の相手に対する観察，推

察を調査した，というべきである。

　ここでは・キャソブ前後の2回の調査票が整っている

4ケースについて，既述（図1～4）のように，その結

果をスケール票で例示した。これだけでは，久ケール票

同士の比較がしにくいので，効果測定を中心に，以下の

比較方法を試みてみる。ケース数が少なく，試行であ

る。

　①スケール票のブ・ックごとの得点化＝スケール票

の1・親一子関係については4の関係の型を除く11項

目，H，親一処遇者関係については同じく4の関係の型

を除く11項目，皿．子の状態については14の子の性格を

除く13項目・ハん親の状慧については1の父の性格と2

の母の性格を除く8項目，に注目する。各頂目の評定段

階1～5（×は3とする）のうち，調査対象者が選択し

た番号をそのまま得点として与えるoこうして，1～四

の各ブロックごとの得点を合計する。ただし，1につい

ては親と子別，Hについては親と処遇者別に合計する。

表3において，各ヶ一スについて，（1）第1回（キャソプ

直前），（2）第2回（キャソブ後1か月）の欄に示した数字

が，この得点の合計である。得点合計は少ないほど，お

おむね良好，健全な状態になる。

　その意味で，（1）第1回を比較すると，成功ケースのM

。1は，1の親一子関係と1の親一処遇者関係は最悪

で・皿の子の状態は最良である。第1回では，皿の子の

状態の良いものが将来成功となるのかもしれない。なお

N。Sは逆に，Hを除いて最良だが，おそらくこの母親

に評定の甘さがあるりではな心・カ、。

　（2）第2回を比較うると，Mゲエは，いずれも最悪では

なくなり・特に皿の子の状態とNの親の状態は最良にな

っている。この時点でも，班とWが良いものがその後の

成功となりやすいのかもしれない。なお，この皿とWを

除けば，N。Sが最良で，や嫉ウその母親の設定の甘さ

と，逆に問題点を感じる。

　②実施第1回と第2回の変化差：各ブ・ックごとに

第1回の得点合計から第2回の得点合計を引き，その差

をみる・表3の（3）がそれである。差の多いほど変化差が

ある。

　ここでは，M。1が，もともと最良の皿の子どもの状

態を除いて，他橡すべて変化差が最多に属する。この変

化差の多恥ことも，以後の成功になりやすいのかもしれ

ないoなおここでもN・Sは，皿と皿において変化差が

最多に属するが，前述と同様なことと処遇者関係への依

存を感じる。

　③　比較指数による効果測定：以上から治療キマソプ

による前後の変化差が大きく，かつ第2回（キャンブ

後）の状態が良いものが，キャンブ効果が大いにあがっ

たことになるo表3では，（3）の変化差が多いほど，そし

て同時に（2）の第2回の得点合計が少ないほど，キマンブ

効果が大きかづたことを示す。そこで、（3）を分子に，（2〉

を分母として・その商を求めると・この商が多いほどキ

ャソプ効果の大きいことを示すこrとになる。表3で比較

指数がそれであるoなお，各ブロックの頂目数間のバラ

ツキは，この商を求めることで無関係（相殺）になる。

　この比較数によると，M・1は，1の親一子関係とW

の親の状態で最多となり，狂の親一処遇者関係でもN・

Sを除けば最多である。皿の子の状態はもともと最良で

ある。したがって，M・1は，もともと良かった子の状

態の改善に加えて，親一子関係と親の状態を中心に，親

一処遇者闘係にまでわたって，キャソプ効果が大きくあ

がったことを示している。こうした状態と効果を示すも

のが5以後の成功をもたらしやすいのであろう。ただ

し，M・1のみについて，ブロック別のキャソプ効果を

みると，比較指数の多→少の順で，1の親子関係におけ

る子，皿の子の状態，皿の親一処遇者関係における処遇

者，1の親一子関係における親，Wの親の状態，皿の親

一処遇者関係における親，となる。この傾向は他のケー

スでもほぼ同様で，キャソプ効果は，子に大きく慶以

下，処遇者，親の順で，親への効果は少ない。そして少

ない親の状態やかかわりにおいて，効果を示したM・ 1

が成功に結びついている。今後，親への効果をいかにあ

げるカ・カ｛，重要な課題となろう。

　なおN・Sは，ここでも皿の子の状態とnの親一処遇

者関係が最多で，既述のことを感じさせられる。逆にい

えぱ，皿の子の状態とHの親一処遇者関係の比較指数の

みが高いものは，その評定に甘さがあり，また，処遇者

への依存があって，必ずしも以後の成功に結びつかない

ともいえよう。

　今回は名ブ・ックごとの合計得点によったが，さらに

どういう項目がケースの成否にどのように影響したかに

ついては，ケース数を増やして今後に再考していきた

いo

　最後に，今回の治療キャソブに効果測定班（撮影記録

班）として参加された，東洋大学大学院生　東條光雅（現

東京都老人総合研究所員），原田和彦，同学部学生　梶

川義人（現，大学院生），糸木和子の諸氏に∫深甚な謝意

を表したい。

一296一
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（共一1）

A　rあなたは自分の気持を
　（子；　）に話せますか
　話せませんか」

1，なんでも自由に話せ
　　る

　2．だいたい話せる

　3．　どちらともいえない

　4．　あま、り話せない

　5，全く話せない

　6．　DK、NA

（共一2）

A「あなたの気持は（字・3）

　にわかって本らっていま
すか、いませんか」

　1．　十分わかってもらっ
　　ている．

　2．だいたいわかっても
　　らっている

　3．　どちらともいえない

　4，あまりわかってもら
　　えない

　5．全くわかってもらえ
　　ない

　6。　DK、NA

（共一3）

A「あなた潜、してほしい
　と思うことを（子：　）
　は、きいて（受入れて）』
　くれますか、くれません
　か」

　1．　なんでもきいて（受
　　入れて）くれる

　2，だいたいきいて（受
　　入れて）くれる
㌧3，　どちらと匿もいえな

　　い、場合による

　4，　あまりきいて（受入
　　れて）くれない

　5．全くぎい宅（受入れ
　　て）くれない

　6．　DK、NA

（共一4）

A・B「あなだと（子＝

　工，（子＝）のいうこと

　2．だいたい（子：
　3．　　あなたと　 （子＝

B r（子：　）は、自分の
気持を、あなたに話して

　い為と思いますカ・、思い
　ませんか

　1．　なんでも自由に話し
　ていると思う
3．　だいた野話している

　　と思う

3．　どちらとも・いえない

4．　あまり話していない
　　と思う

ガ全く話こしていないと

　思う

　6．　DK、NA

B「（芋i　）の気持を、
　あなたは、わかっていま

すか、 いませんか」

　1．十分わかっている

2． ・だいたいわかってい
　　る　

3．　どちらともいえない

4，　あまりわカ㍉らない．

　5．全くわからない

　6．　DK、NA

B「（子＝　）が、してほ
　しいと思う ことをあなた
　はきいて（受入れて）あ
げますか、あげませんか」

1。　なんでもきいて（受
　入れて） あげる

2．　だいたいきいて（受
　入れて）あげる

3．　どちらともいえな
　い、場合による

4．　あまりきいて（受入
　れて）あげない

5．　全くきいて（受入れ
　て）あげない

6．　DK、NA

　　　　　　　　）とでは、主にどちらのい
うこと（意見）が通 りますか』

　　　　　　　）のいうこど

　　　　　　　 ）と同じく ら疑

4．

5．

6．

7．

8．

だいたいあなたのい舛と㌧
あなたのいづこと

あなたと（子：　）とでは、いうこと　（意見）
カ§よくぶつカ・る

あなたと（子＝　）とでは、お互いに意見（い
うこと）をあまり㌧、わなし、

DK、NA

（共一5）

A　r（子：　）の見ていな
　いあなたの生活を（子＝
　　）は、なにカ・と気づか
　ってくれますか、くれま
　せんか」

　1．　よく気づかってくれ
　　る

　2．だいたい気づかって
　　くれる

　3．　どちらともいえない

　4．　あまり気づかってく
　　れない

　5． 全く気づかってくれ
　　ない

　6．．DK、NA

（共一6）

A「あなたは（子＝）とな
　にかと一緒にやろう（考
　えよう）としますか、そ
　れほどでもないですか」

　エ．　よく一緒にやろう
　　（考えよう）とする

　2，　　だ㌧、たし、一糸者にやろ

　　う（考えよう）とする

　3．　どちらともいえな
　　い、場合による

　4．　あまり一緒にやろう
　　（考えよう）とはしな
　　い

　5．全く一緒にやろう
　　（考えよう）とはしな
　　い

　6．　DK、NA

（共一7）

A　rあなたは（子＝　）に
　親しみを感じますか、そ
　れほどでもないですか」

　1，たいへん感じる

　2．　　だし、たし、感じる

　3．　どちらともいえない

　4，　あまり感じない

　5．全く感じない

　6．　DK、NA

B「あなたの見ていない
　（子：　）の生活を、あ
　なたは、なにカ、と気づか
　いますか、気づかいませ
　んか■

　1．　よく気づかう

2，　　だし、たし、気づカ、う

3，　どちらともいえない

4．　あまり気づ力吻っない

　5．全く気づかわない

　6．　DK、NA

B「（子：　）は、あなた
　と、なにかと一緒にやろ
　う（考えよう）とします
か、それほどでもないで
すか」

1．

2．

3．

4．

5．

6．

　よく一緒にやろう
（考えよう〉とする

　だいたい一緒にやろ
う（考えよう）とする

　どちらともいえな
し・、場合による

　あまり一緒にやろう
．（考えよう）とはしな

い

　全く一緒にやろう
（考えよう》とはしな

い

　DKi　NA

B「（子＝　）は、あなたに』

　親しみをもっています
か、それほどでもないで
すか」

1，たいへんにもってい
　　る

2，　だいたいもっている

3．　どちらともいえない
4． あまりもっていない

5．全くもっていない
6，

DK、N4
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（共一8〉
A ；「あ、なたは1（子：　）乏

、の こと・〈関係） で満足し、
、』 いますか、 い ませ・ん

　か」

・ ㌔瀞へん齪ンてい

二盆ンだい・たい満足してい
　　る．

』3』1、接摩も賊麺
4， 魁・魁禍で晒

　5．たいへん不満である

　6．　DK、 NA

（共」9）／’ T』二』

今rあなたぼ、（子；　）に
　学校の話を「します換、し

ませんか」

一1』 よ儲ナ
二

。』λ だいた）・詩ナ

3』』どち豪翻煉い
』4，あまり謡さない

　5．、全く話さない

　6．　DK》NA

r％墜袖畿縞鮭
．でいる乏思レ・ますか、ヒ思

　レ・ませんか」

　1，、ーくた．いへん満足してい

　　ると思う

　2．、』1 だいたい満足してい
　　糞鋤、先，＝1・』

3・ r．どちらともいえない

4・寒い蕨磯だ碑
　う

5．たい入ん木轟だと思
　う

6‘PK・N今

耳・T（子： ）。 は・ あなた
　に1学校の話をしますか，
，ジはせんか」．

　1．『よく詣すrい1

、2・ だい牟セ》話す

』β、r ξちち．≧ちヤ｝えない

　4．・あまり詣さない

511・全く詣さない

　6，　D取》N4、

（共一10）

今rあなたは担任の先生と
　話合いをしますか、しま
．二せんか」

　1、　よく1する亙1

2・葦いたいすあ
　3r　どちらと、庵・え塗い
‘！

．－∴ ．恥勧
5ン全く砥ヤ・

αD射NA1、

（典一11）

A「あなたは（子：　）の
ジい与ことに・ついていけ

』r 力》長酔1れ撃ん

　1，　心から」㌧ついていけ

　　る1 －　
ド 1』

・』多・． だヤ、準ヤ’・？いて：い

　　け矯

　3．　どちらともいえない
4・ 鯉も’つヤ’て堕

　5．　全く、ついていかれ
　、、．ない

＃二61 』　tyK、　NA『．“　

5、三ゴぐ、シニ．』 三・∵ざ≦

β「（子：　）はぐ』担任の

1先隼と話合いをします
’一 ㍉『し総ん㌍ r◇

1・よくする．

a澤い準、％

歌碧舜も嘩勧
鰐：舞、り殉～

ゴ全蕪ない’』

　6．　DA、NA、

B「（子： ）は、』あなた

レのいうことに｛』ついてき

琢終す力撃継せ
　1．　心から、 つ遠てきて
　　くれそ、、、

2・．だいたい・ ，「？いでき

　てくれるン
3とちらとも硫ない
4．あ勧、”鄭てきて

　　くれない・

5．全く、ついてきてく
　れない
飢P琴・・N合ゴ

i：』 1’

　　　　　バ1r［　〆　

（共一毛2》1 ．1ン，1 〆丈

欝騨欝
譜．饗璽警四
　2．　だホ免が信頼 してい

　　る

　3．　どちらともいえない
』｛1’ ゆ顯辱い塗

包全く信頼してい剛

　6．　DK、NA二

　　　　　ンニ許
3rあなた嫁《子；　）ζに
　信頼され～ていると思いま
すか、そ麹揖どでもない

　です疹■　嘉墾、‘，’”

捨樽撃轡い
21，劇嫉麹て

　3』　どちらとも》えない

て4・・あま二り樗頭登恥てい

　．墾’
』年”全く信頭されて炉な
一r、ンい 　　　

・〉

こ6．；DK、』N・Al’

∬ あなた（親）ど担当者』（親の）：との関係について

（共一1ン・ 　、』く・・1汐

A　r「訪なた醸、 自分1の気痔

　を．（担；　）に謡サます
、か、話せませんかJず二｝

　L　なんでも自由に話せ
　　る

　2．　　だし、たヤ、話せる

謝：どちら麺鞭
』41』麟聯喰獣

5牟く騨製ド ．二

61、購 単三、．、冠

（些r2）　♪、

A∫あなたの気持嫉（担＝
　　）にわかってもらって
　鰹ますか・ いまサん冷」

　ユ，　十分もわからてもらっ

　　ている
　2．　だし・尭いわかっでも

　　らっている

r、議ごどちらともいえない

賑妻勲力州ら
r「 ・ド　

　5．全くわかっても らえ
　「 ない

G5’・、一D主く、 NA 1

』（共』3）・

A「あなたが、 してほしい
　と思うことを（担’：‘　）

　は～．・きいて（受入れて）く
1れますか、 くれませんか」

■．・．』 なんでら・きいて（受
　入れて）く．れる

　2，　だいたいきいて．（受

B　r’ 担ピ15汰一自秀の一
．気持を」 あなたに謡して
、いる と、思い．ますか、思い

，まサ樋’」

　1．　なんセも自由に騒し
　　ていると思う

　2．　だいたい話してヤ、・為

．ジタ思う　　　、
：禦』齢と練な“

兆意蓄’雑懲い

年誇話悟い磐
ン∈∴｛耶》酔，、・9

　　　　　　　　　一ε

Bl1「、（担、：㌧ ）1の気持を、
　あなたはわかっています
』i，か｝』・k》零、鮮を脚」

．，．

　ゴ．　十分わかっている

　　　　　　’Fぐ三　．そ1
2るだいたし璽？孕

13耀ちらと融え酬
窪ll搾 り脅・鞭

5，全くわ秘灘．「眠

、
　　　　　　　　』》’「P　．．じ

ざ lbK・1N恕）
1⊂

◇’桑∵△・ミ

B卜 （担・；已ア溝してぼし

　いと思う1ことを、’あなた
　はきいて（受入れて）あげ
・、ますかvr、あげま、せんか」

「一 禁蒲龍～綬
　2，だV・だいぎいて 、（受

一 299一
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　入れてくれる

　3．　どちらともいえな
　　し・、場合による

　4．　あまりきいて（受入
　れて）くれない
　5．　全くきいて（受入れ
　　て）くれない

　6．　DK、NA

（共一4）

AB「あなたと（担：

と（意見）が導幡すかよ
　L　（担＝

　2．　　だ㌧、たレ、　（担：

3，あなたと（担：

　4．

　5、　あなたのいうこと

　6．　あなたと（担＝

　がよくぶつかる
　乳　、あなたと　（担＝

3，

4．

5．

6，

入れて）あげる

　どちらともいえな
い、 場合による

　あまりきいて（受入
れて）あげない

　全ぐぎいて（受入れ
て）あげない

　DK、NA

）とでは主にどちらのいうこ

　　　）のいうこと

　　　　　　　）のいうこと

　　　　　　　）と同じくらい

だいたいあなたのいうこと

）とでは、㌧・うこと　（意見（

　8，

（共一5）

A「（担＝　）の見ていな
　いあなたの生活を（担；
　　＞は、なにかと気づカ、
　ってくれますか、くれま
　せんか」

　L　よく気づかってぐれ
　　る

　2，　だいたい気づかって
　　くれる

　3，　どちらともいえない

　4．　あまり気づかってく
　　れない

　5．全く卑づかってくれ
　　ない

　6，　DK、NA

（共一6〉

A「あなたは（担 ＝）と
　なにかと一緒にやろう
　（考えよう）としますか、

　それほどでもないです
　か」．

　1，　よく一緒にやろう
　　（考えよう〉とする

　2．　だいたい一緒にやろ’
　　う（考えよう）とする

亀　・どちらとも いえな
　琶こ、場合に舌為
　4， あまわ一緒にやろう

　 1（考えよ、う）とはしない

　5．二1全く一緒にやろう
　　（考えよう）とはしない

　6．l　DK、NA㌧

　　　　　　　　）とでは、

うこと）をあまりいわない

　DK、NA

お互いに意見（い

B「あなたの見ていない
　（担；　）rの生活を、あ
　なたはなにかと気づかい
　ますか、気づかいません

か」

1，

2．

　3，

二4．

5．

　6．

よく気づかう

だいたい気づかう

どちらともいえない

あまり気づかわない

全く気づかわない

DK、NA

B「（担3　）は、あなた
　と、なにかと一緒にやろ
　う一（考えよう）とします
　か、それほどでもないで
一、すか』

工．

2．

3．

4．

5，

6，

　よく一緒にやろう
（考えよう）とする

　だいたい一緒にやろ
う（考えよう）とする

　どちらともいえな
い、場合による

　あまり一緒kやろう
（考えよう）とはしない

　全く一緒にやろう
（考えよ う）とはしない

　DK、NA

（共一7）

A「あなたは（担：
　親しみを感じますか、そ
　れほどでもないですか」

1．

2．

3．

4．

5，

6，

）にB　r（担：

たいへん感じる

だいたい感じる

どちらともいえない

あまり感じない

全く感じない

D　K、NA

（共一8）

A「あなたは（季旦＝ ）と
　のこと（関係）で満足して
　いますか、いませんか」

　1，たいへん満足してい
　 る

　2．　だいたい満足してい
　　る

　3，　どちらともいえない

　4．　だいたい不満である

　5．たいへん不満である

　6，　DK、NA

（共，9）

A「あなたは（担：）に
　学校の話をしますか、し
　ませんか」

　1．よく話す

2，だいたい話す

　3・　．どちらともいえない

　4，　あまり言舌さなし、

　5．全く話さない

　6．　DK、NA

（共一10〉

Arあなたは担長の先生と
　話合いをしますか、一しま
　せんか」

　エ． よくする

　2，　だいたいするr

　3，　どちらともいえない

　4．　あまりしない一

　5』 全くしない

　6．　DK、一NA

（興一i1ン

A「あなたは（担：　）の
　いうことについていけま
　すか、いかれませんか」

　　　　）はあなたに親
しみをもっていますか、
それほどでもない です
か」

1，たいへんにもってい
　る

2．　だいたいもっている

3，　どちらともいえない

4，　あまりもっていない

5，全くもっていない

6，　DK、NA

B　r（担；　）はあなたと
　のこと（関係）で満足し
　ていると思いますか、思
　いませんか」

1．たいへん満足してい
　ると思う
2．　だいたい満足してい

　　ると思う

3．　どちらともいえない
4， だいたい不満だと思

　　う

5．たいへん不満だと思
　　う

6．　DK、NA

B「（担＝・）ほあなたに
学校の話をしますか、し

　ませんか」

L　よく話す

2，だいた“話す

3．　どちらともいえない

4．　あまり話さない

5、全く話零ない

6，　D　K、NA

B「（担： ）は、担任の
先生と謡合いをします
か、しませんか」
1． よく’する

2，だいたいする

3．1 どちらともいえない

4，　あまりしない
5． 全くしない

6．　DK、NA・

B「（担：．）は、あなたの
　いうことに、ついてきて
　くれますか、くれません

か」
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1。　心からつ、いていける

　2．だいたいつb》ていけ・、
　　る

　3．．1どちらrともV・えない

　4．　あま り、rついて．いか

　れない　 r．

　ε　全く、渉づ“てい払れ

　　ない㌧

　6． ノDK、l　N』A　1

　　　　　ヘ　　ニド　し
（共一12），

、A rあなたば『（担 ピ）一1を

　信頼していますか、ぞれ
　ほどでもないですか」

1．

』2．、

　．る

3．

』4．

　い
〆5．

隔61

絶対に信頬しで卦亀

廼喚い信萌vてい

どち．らともし下だなヤ・

あま、購黎砺いな

全く信奪1レ零㍉、ない

・一 ・k、rNAl　・）

　　　　　　　，

工．　心から、ついてきて
．膜匙う　ら∫．孫、：！

2、。だいたゼx〆ういてぎ
　でく』れる＝、〆｛㌧1ぐτ・こい

3．　どちら とも’いだカ1い

4．あまり“ついてぎて
一ぐ池ない 『：、i、

5，全く、つ》・宅ぎてく

ビれな～v

6．　DK、NAゴニ・・

璋rあなたはく担r　）．こに
信頼されていると 思いま

㌧欝療纒ξで縫い

∴1 ．る靭噸ざ携い
　　　　　　■冥1ヂノゴ
・2 、蓼漸繭鉢て
　　　　　　・，　　　『昏

3、．、」どち、らξも、込えない

㌧4『『あま 疹信穎され七い
　へ魁㌧・」

二；・
・　〔

’51P 一く、信頼されて“な

　㌔・二
　，ざr．・ ■

■1

6．1φK、適．4二 1、．’

．、皿r』車1輪考類の弔煮についで

（親一1萎
B「（子；　）遮は、頭痛
腹痛、発熱、吐き気など
で、がまんでぎなく なる
ことがありますか、’あり

1蜜せ樋1」・！11．』τぐ ’ノ

11そ．う1凄づたζと嫁全
λ1くな婆．氏．／、、∫

2．『 そ1ういったこ』とほあ

，

．ウ蔓り魁｝ゴ、

3．　どち’らとも“えない

’ 4剛 ジ、そ」う 硫？たζとは㌔
⇔壁♂毒範づ∵、ム

マ5， ・董『 いったこ とをま、

㌻π貯樋る・r
二6∫・』DK、r’NA

（親一2）

殊癖お護塔｝ 禁歎
〆できなぐなる ことカミあり

ますか、』rありませんかコ

ー1ノ ［そう“ぢ流こ・とは、

　． 全惹ない　k
・2， ’そう》・一った 邑とは、

　あまりない
”豆て・｝、どちらどむ㌔ヒ・えない

心41 『びそういそ》た こゴとほ、

ひξ！蒔轡 ある、／・一ダた・1　．乙

・昏 そう斗蔑ったこと鯨、

　rいつも挙6

　6．　DK、NA

l（稗一3）｝
’、．、、，｛ム，＝『

B∫き（子慕へ）二凄まマ塚庭で

ン、反抗しだり抵抗しだウ暴
　力をふるうご．ど力舞5あり

。
ます魁ゆ、豊隊漕西㌍

・』．1ヒ．、全忌：な、
㌧．、・

　2．　あまりない・』乙』

㌧3』ムどちらとも恥えない

ごべ騰ある 疑，』

5㌧撃Pもある一二l
Iα乙 b啄尊零．、：こ．

　　　　『〆（親一4）’l

B　r（子：　）は＿自分ρ部
屋やコーナーに閉じこも

』っズいることカ：あ．ります。
1か・；．あ堕富ぜ々か」

曇屋ぐ癌・』・一 曾

2・あまセ拠㌧
3・ζ物ξ塾1煽・

・髪誉騨槻こも ？

5し、客う遡嘗もう∫

6．　DK、NA

（親一5）
B r（子：、’）は、家庭に閉

』蕊饗途窪麓駁拳
　校以外に）外出．している
　こと爆多いですか」

。
1f

．ρ
ょ 6ちゆ1う外嵐し

　　ている
．「F いたし燃出レズい

　　るζ二 ∫と湊多レミ七

識11 どちらども熔え痴・・

　街、喪…レ・たしミ家庭に閣1じ

、、

こ．も⑫て賊う貿≧洋多
　　1》ξ、

一
r　　　　魑

：5r掛つ醸曝麟ヒ
．蝿？て噂な』

6．P奪・1．願1∫㌃．』1

　　　　　　　　　、t
（親一子6）⊃呪・鵡　』

3イ（子：∴魏ま1二大達と話

合ケこ とが多いでずがく
　それとも、あま・りミしませ

柳り 』
ノこ、、、ll』 1 ．O」

　1，いつも、誕ぐ話合っ

　∫し通 々1∵、 　．三二

　2．　だし云たレ）蕎孟合づてし、・

　 』郵善受遊外〕

　3．　｛》どち・ら乏＝『も㌧芝えなヤ、

・41 あまり話合わな㌧際

・・ll毒綴零，塗㌧

　♂』こーツ聖ず一、．． 　　　　　
｝

（親サ71）
．，

B「（子＝ご．〉は、．』報にい

かずに、外で遊んでいる
　こ．と．がありますカ・、．あり

　ませんか」

　i．　そういづたζ乏1は全
　 くない一

＝2…⊃　そういづ許たとと腿駅

　あ玄り ない 』㌧・い

㌧・31ゴ（一どちぢども薩熱～

4・ そういっ準す賓ほ｝

　一時々ある

5、．そういら箆ごとは、

』いつもあ石ン

α．一DKく．INA’一㌔

　♂、 　 ’㌧
一ノ

（親首多）発二
，

』｛』
△

B「（子ま”）は、”良』く1ない

友達と、つぎあって㌧∫ま
す勲）“・ま雪を劃

1．全く、’つきあってい

　ない

；聾誘♪？艶鯵マ

6乙二・∵D K、二N今』、

■ル’㌔1’P i』1ノ lr』 ・”
毛、』

｝1

　〆『｝ 、く

鯉rloン 、，ピ．、卜1

Bビ「（子机　）にば、＝♪授業力：

　お懸づていると思います
壇＼思野叢せん湊」　き

　1二．・rなんでもよく≠脅っか

　1 ラずている・『・iどり思二う　・δ

　2．㌧だいたい、わかって
　　いるど思「う 涯C　．さ

．3，．Pどちーぢども いえ倣珍・

　先　あまり£く蛇お翅っ

蛇ていないvと患〉う．㌔。

　　　ヘ バニ　　　　　ペヤ　　ポ

51トー全くマお潮づでいな
　彫壕・ と思・う㌧・㌧・閑〕‘

、6． DK、N．A

　2，　あ雲り～Pき．あ脊て
　　いない

aどちらと融棘い

、恕，嚇つ訪逮騰
！5駈らつむ、婚き敵で

　：・いる一　、r 』rンニ・』べ

　6．　DK、NA　lrご詠
　　　　　　　』i　－エ
　　　　　　　セドじンヤロ
く稗て♀）』，．㌧、謹．9

B「（子ピr）ほ1，y学校をお
　もしろがっ♪ぐ“ま、すか、

fつまちながう1てい．ま・す

＝カミギ富．、i・llて1．1

　1．　たしくべん、ごおも・しろ

！菰力茎って矯渇＞≦1涜　．じ

　2．　だいたい、ン跨も1しろ

　がっでい1る，二～ロq　．3

　3．　どちらともいえない

　4．　だいたい、・う底らな

　⇒鯵ている
　　　　■ 　　　　　曹　ー　　ノ　 　、r

1午　ノニ 1、』 、　　くr、ざ
（親』11）”．』F ”一『”

B　r（子＝　）はゼ登校一レた
　い（ンしなければならなし《》

1緯職欝津
－L 灘霞鷺夢翻
　　と、思》〉ぐてい る・　・＾

2て蕊畿灘齪鶴
ゴ』と＝思ゑている・』．』〉　．〔；

3． どちらと・む蔚乏ない

喉潔識i離忘鶴
　却粒匙繊塑忍
5．全く登擾しだ》・くし

　なけれ嫌なぢなぎ・）姥
　は、思ってし、臓嘩
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6．　DK、NA

（親一工2）

】3r（子：　）は登校するこ
　とに自信をもっていると
思いますか、思いませ

　んか」

　1．　十分自信をもってい
　　ると思う

2，だいたい自信をもっ
　 ていると．悪う・

　3，　 ど睾》らともし・えない

　4，あまり自信をもって
　　いない と思う

　5，　全く自信をもってい
　　ないと思う

　6．　DK、NA

（親一13）

B「（子＝　）は、病気や家
庭の寓情以外は登校して

　いますか、いませんか」

1．登校している（全出）

　2．　だいたい登校してい
　　る　　　　（出＞欠）

　3，　どちらともいえない
　　　　　　　（出笥欠）

　4．　あまり登校していな
　　い　　　　（出く欠）

　5．　全く登校していない
　　　　　　　　（全欠）

　6．　DK、．NA

（注）、・現在までの1か月

　　について
　。病気に原因のはっきり

　　しているものに限る。
　し家庭の事柵抵親の箏情

　　に

限る。

（親一14）

B「次の中で、（子＝　）の
性格にあてはまるものが
あったら、いくつでも○’

　　　　　　ッマをつけて下さい」

　1。　入との関係では、気
　にする方
2．　人との関係では、そ

　つがない方
3，　人との関係では、浅

　い表面的なものが多い

　4．　あまり自分らしさを
　出さない方（非個性的）

　5．　人との関係ではかた
　　くなる方く緊張）

6．自分の気持を話すこ
　　とは、にが手な方

　7，消極的な方

　8．　親と離れていると落
　　着かない（分離不安）

　9．　ぼんやりとすごす方
　　が多い

10．　自尊心が傷つくこと
　 が多い

11．将来より過去のこと
　 に重きをおく

工2．　なにかあると、逃げ
　　たり避けたりする　

13，地道な努力は、にが
　　手な方

14．　自分の本当の気持を
　　人に見せたくない

15，　カッとなりやすい

蔦．　自分に自信がない方

171　DK、NA

W　主にあなた（親）のことについて

（甥一1）

BかA　f次の中で、父親の
性格にあてはまるものが
あったら、いくつでも○

　　　　　ハ　ア・を》？けて下さい」

エ，うち気な方

孝　人とあまりつきあわ
　 なヤ・方

3．　（子；　）と、うちと

　 けない方

4．やわらかさがない
　　 （項固な） 方

　5．　家庭の中心 （発言権

　　が一番強い）1

　6，父親としての権威が
　　弱い方

乳　大ぎく包みこむとこ
　ろが少ない方

3．父親らしさがあまり
　ない方

9，一方的に従わせよう
　とする方
10．　神経質（細かいこと
　を気にする）

11．　潔癖（汚いもの、曲
　ったことカζ大嫌い）

12，　（子＝　）のことを考

　える余裕がない方
13．　　’心酉己性

14．　DK、NA、非該当
　　　　　（　　　．）

（親一2）　　　16．DK、NA
，AかB「次の中で・母親の

霧鷺繊鰻餐（親一・）
をつけて下さい」

1．　うち気な方

2．入とあまりつきあわ
　ない方

3．　（子：　）と、　うちと

　けない方
4，やわらかさがない

　　（頑固）方

’5．家庭の中心（発言権
　が一番強い）

　6．　母親としての権威が

　弱い方
　凱　大きく包みこむとこ
　　うが少ない方

　8，　母親らしさが、あま
　　りない方

　9，一方的に従わせよう
　　とする方

10．　神経質（細かいこと
　を気にする）

U．　潔癖（汚いもの、曲
　　ったことが大嫌い）

12，　（子＝　）のことを考

　　える余裕がない方
13．　　’ら、酉己性

14．　DK、NA、非該当
　　　　　　（　　　）

（親一3）

A　rあなたは（子；　〉に
　登校させたいと思ってい
　ますか、それほどでもな
　いですか」

　1．　絶対に登校させたい

　2．　できるだけ登校させ
　　たい

　3，　どちらともいえない

　4，　それほど登校させた
　　いとは思わない
　5．　　全く、　登校させたし、

　　とは、思わない

　6．　DK、NA

（親一4〉

憾「あなたは（子；　）を
　登校させることに自信が
　ありますか、ありません
　か」

　1．＋分ある
　2，　だいたいある

　3．　どちらともいえない

　4．　あまりない

　5，全くない
』

　　　　　　　　　　　E
　　　　　　　　　　　
A「あなたに｝嵐心身と時t

票ド雛謝ます1
　1．十分ある　　　　1

　2．　だいたいある

　3．　どちらともいえない

　4．　あまりなし、

　5，全くない

　6，　DK、NA

（親一6）

A「あなたの子ども時代
　は、あなたにLとって、満足

　のいくものでしたか、そ
　れとも不満足なものでし
　たか」

　1，たいへんに満足のい
　　くものだった

　2．　だいたい満足のいく
　　ものだった

　3．　どちらとも㌧、・えない

　4，　だいたい不満足なも
　　のだった
　5．たいへんに木満足な

　　ものだった

　6．　DK、NA

（親一7）

A　rあなたは、夫婦関係に
　満足していますか、それ
　とも不満ですか』

　1．たいへんに満足して
　　いる

　2．　だいたい満足してい
　　る

　3，　どちらともいえない

　4， だいたい不満である

　5．たいへん不満である

　6，　DK、NA、非該当
　　　　　　（’　　）

（親一8）

A　rあなたは、お仕事（職
業）に満足していますか、1
それとも不満ですか」

1．　たいべんに満足して

　いる

2，　だいたい満畢してい
　る

3・　どちらともいえ奉い

4．　だいたい不満である

5．たいへん不満である
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㌧ 田村他：臨床相談の効果測定

6。．DK、NA、非該当 6．　DK》NA
　　　　　（・　　）

　　　　　　　　　　　（親山10）
（親一9）
　　　　　　　　　　　A 「あなたのご家庭の経済レ
A、rあなたは、家庭の収入
　　　　　　　　　　　状態を、 次のように分け｝，
　に満足していますか、い　　　　　　　　　　　 ると、どこにあてはまる
　ませんか」
　　　　　　　　　　　　と思いますか」　　　『
1i』たいへんに満足して

　　　　　　　　　　　1．　上　、いる
　　　　　　　　　　　2．　中の上　2』だヤ』・たい満足してい

　　　　　　　　　　　3．中の中　　る・f』．

　　　　　　　　　　　4．中φ下1 、、
　3．　どちらともいえない

　4．　だいたい不満であるr5、、下　r

　　　　　　　　　　　6．』D　K、l　N．A・5』だいへん不満である

皿 葦欝騨弊轡轡尋’
　「報告、しその1」に引き続ぎ綿密な相談ら摺導の峯例

研窓が行塾麺その中で登稼拒否堤覇査票も吊》・昏れて

いるが，今回は紙数の関係で割愛しゴ別稿に譲るごと、と

するQ 『 　　 ＝』『 n－1」「昇汗r’

　皿　相談治療効果の研究計画に関する諸問題・；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山本和郎

『隊こ懸は購床現易におけ’る相談治療効果について研究・

する楊合セし．1がなる点に考慮し研究計画をたてるぺきか

擁恥鱒魍こ厘する5『
鎚母常φ塞践溝動が来談者の問題解決にはたLてどのく

ら遜効果的なのかについて客観的にとらえる機会は少

V》。いそれは， たえず目の前にあらわれる来談者に乏りく

勲⑫陵町没恥て㌧鵡帥骸砺間趣い
老、・ラこともあるだろう。それだけで嫁なく来談者の特

甑堺騨の糖こむ問題の種類が多繊砺り惑騨
納吟みして収方法が轡唖み合茸が劫一定し
て璽ず芝1また介入の担当考もその経騨・方法』・態度・そ

噂朝鮪恥相異も蜘驚㍍靴零らにii⑫、
介冬φ終締㊧仕方，きの目標の事きξζ：為がゼいラも一トτ．（

匙紬り鱒なく訟ゆ過勧嘩月恥擁蝉、．
璽罫茜躰う獣頬的岬紬療獅を脚喚
恥灘嫡齢せ卿で1堕硫脚酢価れて㌧
う・蛎喚鰍濁吸髄糸り賊み隆泌轡㌻
も勲樋く輝師麺夢転こ纏ら述飾歓
鯵勢的蝿醗酋麟魏饗麟磯ド硬ぎ』
豊ど嫁ごぐ少いのである。』ともあれ；之と・ではこうした；

相談活動礎関蜂糊睦客彫す調題許砂レ・て述即、

みることにするo

　1　研究計画のモデル

　・相談治療の効果を明確化する方法として次の』ような研

　究計画モデルが考えられる。

　　①， 審例研究

　　相諌治療がどのよう に効果的であったかを記述的に示

　す方法として翻1研究がある。実践家にとっては・一っ

　一つの事例の治療経過がこ まかく語られ，一つ一つのス

　テップが明確に伝えられている事例研究はとても役に立

　つ。洞察に窟んだ治療者による事例研究はその一つの礁

　例㊧過程照ξどまらずし、ζり普導悔塗もっ零寧実経過と

し講褐力嫡二り斥縫ゆ椀距解塑脚嘩
　示す力を もつ。しかし，凄例研究≧こは限界があり1，統制
　　　　ヒ　ず　 バ　　ハ 　　　 　　　ヘ　　　ヤ　　　バ　　　ヒ 　　　ノ　　ヒ　ノ　　　ド

群を僻懸瞳臆蜴獅と・り神踏麩琳は・
そ纏駅斡搬よ軽擁妙か戎吻躰宰鰍

　した場合はどうか，三芝いヴたこどにに体系的に答えてく

纏ヤ揃 ☆ill鋒曾・・、二

　　輝確鰯究獣輝靴鞭者の相翠卸雌
　さと独自性が保持さ銅七おり，そ1こから新し㌧く仮説を生

　みだし∫体系的な研究め足がかづを生みだし1てくれ石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　み
脚も曼とも趨効灘脚 』』慣

　 実践家が自か危と、り』くむ』とすれぱ，、ζこから≧りか粧

　るべきだろう。研究志向だけをもづ研究者には廼きな選

　方法だからであるわ　r』一』”1こ1 …

　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　
ヘこ

　 ②　膓床調査　　 ”一 “：　　 …‘ン ．曇

　　この撒は洛鰍翻禰談ケ以漉蜘分蓼
　』し，治療者たちの間でそり各ケース参r改善された」琴

は「改善なし」挫舛弊糊陣ものをも『とに岬
　査をする方法である6』『ごの方法は乗践報告でポく、用いら

　れてい るげしがし どφ方海ほ限られた価値しかなく，

　rつの報告の形式の域をでていない。 記録の仕方，分類

　の仕方，改善に関する判断基準，その判定の信頼度，そ

　れに加わる峡イ7不孝いっ顔点に間題があるし，締制群

　を欠いている、ため， そこで行われた相談活動その痢のの

　有効性が明磯こは寄れ得な、・』 、　　
．．一

　．、玲類糧準や効果判牢規準をきち蚕却乍り蘇験捧卸録を

1ミも1と酢判定分奪を行って，署璽勤果を統計的嗜肇理する

煙と瞬頬遡で髄勧卑聯横滲雫晦る・し．
喚し遣こで》’？欄題になゆ蝉透御駆鋤果

〕樺醍のゲ酪畔綿身噂葬1≧轡概そが
』チアス浮かが為点である。・その点をの顔ζ葦騨涛その

湖硫細蹴噛うだろ鱒幽で参麟的に
二・弱いのは，1統制群がないことであお。．

　F1③　相関研窄◎ ？　．．ン 』、隠＝　 ！、マゴつ即「

　 この方法は実験研究のように，独立変数を組織的に操
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登校拒否児調査票（親用）のスケール表

1　親（自分）一子（対象児）関係　　　　　　　　親　　　　　　　　子1

（1 2雅 3 4

2■　3　　4　　5　　x　 　　　　1　　2　　3　　4　　5　　×

　　　　5

　　　　5

66 7 x）

皿　子（対象児）の状態　　　　　　　　　　12345X
ユ　自己表現（自由一しない）

　相手からの受容（十分一ない）

　自己の要求充足（十全一不充足）

　関係の型（子支配r親支配）

　（6は葛藤，7は相互の放任一孤独）
　　才目手力、らの包容　（一1一分一な㌧、）

自邑の立脚点（相手との共有一個人内）

　相手への親近感（親一疎）

　関係への自己の満足（満足一不満）

　自己による学校の話（する一しない）
0　自己と教師との話合い（する｝しない）

1相手についていかれるか（いける一いけ
　ない）

2相手への信頼（絶対一ない）

旺　親（自分）一処遇者関係

　自己表現（自由一しない）

　相手からの受容（十分一ない）

　自己の要求充足（十全一不充足）

　関係の型（処支配一親支配）
　（6斎ま葛藤，　7｝ま相互の方曳任一孤狙ミ）

　相手からの包容（十分一ない）

　自己の立脚点（相手との共有一個人内）

　相手への親近感（親一疎）

　関係への自己の満足（満足一不満）

　自己による学校の話（する一しない）

0　自己と教師との話合い（する一しない）

　相手についていかれるか（いける一いけ
　ない）

2相手への信頼（絶対一ない）

2　3　4　5　×

　2　3　4

処　遇』奮

2　3　4　5　×

7x

1　心気症状（ない一ある）

　　ηr安じおぴえ．（なレ、一ある）

　家庭内反抗・暴力（ない一ある）

　子の自己への内閉（ない一ある）

　子の家庭への内閉（ない一ある）

　友人との話合い（ある一ない）

　怠学の外遊び（ない一ある）

8　悪友との交際（ない一ある）

　学校への好悪（好一嫌）

0　授業内容の理解（ある一ない）

1』登校意欲・義務感（ある一ない）

2登校への子の自信（ある一ない）

3　登校の現実（全出一全欠）

4　子の性格（該当番号を記入）

W　親（自分）の状態

　自己の性格（該当番号を記入）

　配偶者の性格（該当番号を記入）

　子を登校させたい意欲（ある一ない）

　子を登校させる自信（ある一ない）

　心身と時間のゆとり（ある一ない）

’自己の子供時代の満足（満足一不満）

　夫婦関係の満足（満足一不満）

　自己の職業の満足（満足一不満）

　家庭の収入の満足（満足一不満）

0経済階層（上一下）

1　2　3　4　5　x

1）1と虹は，あくまでも相手との関係内でのことである。5段階評定（Xは不明。無答）の親の場合は，自己は親，相手は1では子・，旺では処遇者になる。

　同様に1の子の場合は・自己は子，相手は親である。処遇者の場合は・自己は処遇者，相手は親である。
2）子の性格：1，人を菟にする　2，人にはそつがない　3．人とは表面i的　4．自分らしさを出さない　凱固くなる　6、白己表現は苦手　7，消極的　a親

　との分離不安　9．無為　10．傷つきやすい　11，過去志向　12，逃避的　13．努力は蕾手　14．自己顕示　15・気分易変　16・自信なし

　親の性格：1．内気2．人とつきあわない方3．子とうちとけない方4．頑固　5．家庭の中心　6．権威が 」5い　7・包容少ない　8・母 （父）親らしさ

　がない　軌 一方的 10．神経質　11．潔癖　12，子への余裕がない　13．心配症
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11由村他：臨床相談め効果測定トト

作しそれ匠併なう従属変数を調べるジといらたごとをせ

『ずに，様凌 な現象が自然に現われる蜜ま測定する6 そめ

あとで，諸変数が関連する仕方を相関によらてi見・φけ

るす統計的には因子分析やクラスタ乙分析等を用いる。

こゐ方法を適用ナるにば，十分な範曲ゐ多様さを含む，

＋分なサソブル数め測度が必要牽ある。！㌃・

　この方法は臨床現揚の自然め現象をもと裟入りこある

という点では利点があるが1問題になるめは1諸変数の

決定とその定義，・そしてその諸変数の讃Il定を行うときの

客観性が間題になる。1 た》サシプノレ数が統計分析に耐

える・だむの数をそろえる一ごとがでぎるかが間題である。

　④実験研究
　この方法は理想的には実験室で対照的な条件を設定す

・ることによって，特定の仮説を厳密かつ直接的に検証す

るために用いられる。理想的には研究の対象と、なる変数

以外巌全て統制され丈おり，従属変数の変化も全て確実

に独立変数に依るもゐセなくてはならない。こう した実

験的方法は，r 理学の研究そデルどし《は最も科学的な

』手法であることは分らていても，臨床場面ぞはこう した

モデルをとり入れることはほとんど不可能である。もあ

ろん行動療法家ぼこ・うしたモデルを用“ながら， 治療過

程を科学的にコントロールして行っており，ぞめ効果を

実証し得ていることを主張してレ・る。・しかし1行動療法

も臨残現場という状温あ中で実行される1とジこの実験的・

研究キデルのよぢに炉・かなくなレ，1 様凌のゴント・ロ」ル

できない変数がからんでぎ七しまうのが現実であるじ》1ま

だ，とうした実験的研究モデ〉レを投入する瑛によ6て，

来談者にもまた潜療者にも1そめ関係にもその投入バイ

1アゆζ力晒て偽蛛勲緻者剛する相灘療
資任にも関像する倫理的問題にまでおよ護商題がでて く

’る6

　⑤ 類推研究』 』』

　臨床的問題を実験化することには，臨床的にも，倫理、

．的にもぽたそ纏獅韻上で峰く姻輸ζあるの
で』類似しだ状況を用い七研究する方法がある。例え

1ば，来談者中心療法の効果を調べるために1〆研究え自発
　　　　きセ　　し　　 　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

的に協力してぎた学生φ中添ら不安や問題6強い学生を

選び， その学生を来談者にして心理療法を行う乏いう方

法である。ま’た，行動療法め効果をみるためえ，1ベビ恐

柿の人を対象にしてみる場合もそうそあるb しかし，こ

う』した類推状況は限界があり，現実の治療場面とぐらべ

・れぱ，・来談者の特性や聞題はごくわずかしか似七いず』

毛の類推班究の方法把けセ1ある特定の介久方法の効果

を主張するには限度がある。

⑧ヌーシナリズティッグな研究

　』と4）二方鞍セま1ンノ、」」！｛ ←・ド’心理クニリニ、1似クをきソ リ、｝、、・

汝 レ｝が昔用いた方法であるす礁例研究と実験研究を組

み合せた方法である。r個々の治療者←来談者の状況をジ、

rそめ過程お よび変化の基準を個み に設定でぎる惹ら㌧・十

分に精細に研究し，』伺時に十分統制された条件下ぐ治療

した来談者rと集団問の比較が高込信頼度をもって行える

よ～うに，、十分な数をあつめ．る 方法であ濁じ』 r（KQlchin

19？6〉r二～ 1㌧1・ 』、ll 11

∵
』』 二．

∵『』．－一．』』 1』 1
　この方法は赤来談者の成育歴∫、症状発生過程∫ その他

の特性を十分調べ｝ ヲ定の条件での治療的介入を行った

場合ど他の条件の場合どを・そのこ喜やかな過程をも含

めて比鞍する方法であるb．こ。の手法は∫臨床場面爾特徴

・を活かしながら， →方で実験的統制を投入させゐこ1と

で，実践的な研究方法として採用できると思う。

　　　　　　　〆〆』‘　 一r
〉』

』ぐ以上のような研究計画モデルを考えるこ どができる

が，こう したモデルをとおして共通に問題になる諸点を

次に述べるび1

2　統制群の問題』：．∫』r賠 』．

　ある特定の特性を鳶っ．た来談者集団に1．ある特定の相

談治療的介入をしたら 鼻ある一定ののぞましい変化がお

ぎた。というこ志を奥証するためには1一いまここで問題

にしているある÷定の相談治療的介入を．しない場合よ り

5も，そ0のぞま（1しき変化が有意に発生していなくて億な

rlらない。レぞれ故ダ統制群をどのように設定するかが問題

』である。』と、く・に臨床場面ではレ来談者に研究の目的のた

め淀けに治療を行身づな‘｛と，琳うわげにはいかないポ　》・

①ド無治療統制群と
ll

』』1一r1㌦1 二 　，” ．レ

　珪想的にいえぱll何も働ぎかけない来談者群と旺ある

1特定め相談治療介入をした来談者群とを比較するご、と

で（もちろん来談者の特性は同質とずる），その相談治療

介入の効果が う営ぽり にざれるらrしかしジ研究目的のた

めだけで』群の来談者を放置しげおけない倫理的問題が

あぞ。疹り1にそれがぞぎ泥とし七も，無治療群が完全に

何もされずにレ・ると、｛う1ごと・ばない。他の相談機関に稠

談に行くかもしれない。また，何らかの生活上の変化が

おこり問題が解決されることむあり’う るポそれ故㌃無治

療群4）側め条件にづいて十分知識をも たなくではならな

墾。アイ、ゼンクの心理治療め効果に対して此判した研究

・に用いられた無浴療統制群に》汎｛てrも この同じ疑問が

』なげカ、げら）んおぎ1こ∫ 究二㌧　　ンr』ヤ＼　F　ン4，、　 　　・ 1＝　．．

　②　相談治療待機め統制群Fン∵rl　l㌃ポ’レ∫r・：イ 1㌻

　実際の相談活動では，これはあま り、塾ましぐはない1め

’だが来談が混んでいるため一時相談治療を待機していて

・一 305一
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もらうことがある。この機会を利用し・すぐ相談治療に

入った群と待機させ何も行わないでいた群とを比較する

こと ができる。ロジャースの研究ばこの方法を用いてい

た。実際には待機させられた来談者は，何も対処せずた

だ待っていることなく，他の相談機関等を利用している

ことが多いので，ただ待たせていただけでは無治療コソ

ト・一ルになりうるかはいえない。また， この方法は，

待機群に対しては，結果的には相談治療サービスをする

のだから倫理的間題はないと考えられるかもしれない

カ～，クライシス。イソターベソショソ的考えからみれ

ば，来談岩にとっては迷惑な話かもしれない。本当に相

談してほしいとき，相談にのってくれず，もしかしたら

必要なくなった時に相談をしようということになるから

である。

　③　　擬薬統制法　（Placebo　controls）

．これは薬物効果を見るとき，来談者に擬薬を用いる方

法であり，薬物の種類ではなく投薬行動そのものの暗示

的効果を統制するものである。投薬する医師側も擬薬か

どうか知らないで行う方法は二重盲検法という。こうし

た統制群の用い方に似たものとしては，来談者に対し・

非治療的面接会話を用いることがある。しかし， 非治療

的面接をどうやって設定し，また非治療的であるという

条件をどう決定するかはまた困難である。

　④患者自身を統制群として用いる方法

　これは行動療法の研究者がよく用いる方法である。単

一事例実験計画といわれるもので，その中に反転計画

法，徹回計画法がある。治療段階を四期に分け，第一期

でベースラインを測定し，第二期で所定の治療手続きを

投入し，第三期で逆の治療操作を行う （反転）か，又は

所定の治療操作を徹回する（徹回）かを行い・第四期に

再び所定の治漂手続きを行う。こうして第二期及び第四

期の操作が有効であったかをチェックでぎるo

　また，多層ベースライソ計画とよばれる方法は，来談

者の不適応行動を複数個選び，それらのペースライγを

求めておいて，治療手続を遂次個々の不適応行動にむけ

て継時的に適用していく方法である。

3　変化のアセスメント

　相談治療目標に対応して変化のアセスメソトが何かが

ぎまってくる。相談治療目標は同一治療者でも，類似の

問題をかかえた来談者に一定の治療的介入をしていて

も，その目標は流動している。登校拒否児に対して来談

者中心療法的相談をしていても，登校することだけが目

標ではなく，その児童自身の成長が目標であると始め考

えていても，登校するという行動が発生しその結果・子

どもが来所する希望がなくなれば，そこでおわることも

あるだろう。他方、他のケースでも症状が消えても・そ

れでおわらず，治療関係がつづくこともある。

　治療目標は本質的には治療者が一方的にきめることで

なく，治療者と来談者の相談の上できめることであろ

う・しかし，それも十分話しあわれることなく・暗黙の

了解でなんとなく目標が定められていることが多い。

　ともかく，効果測定を行うためには，この目標の規準

をきめなくては比較にならないo治療観の相異により，

この目標，規準を一律にすることは困難であるo

　技術的に考えれば，変化のアセスメントとして次のよ

うな方法がある。

　①治療者による判定

　治療目標にそった評価尺度やチェックリストを作製

し，治療者自身が判定する方法である。この方法は，あ

らためて云うまでもなく，治療者自身のバイアスが入り

やすい。治療者自身の勝手な解釈，期待・願望，過度の

反省等が入りこむ余地がある。せめて治療者チームで総

合的に判定する方法でカバーされる必要がある。また現

実に相談活動は一人でケースをかかえこむことも多く・

こうした自己判定にたよらなくてはならない4とが多い

こともたしかである。

　②　来談者の行動評価

　来談者自身に行動変化を評価してもらう方法である。

ロジヤース等（Rogers＆Dymond1954，Stephenson

工953）カ｛用いた自己一理想Q分類法を治療前後に行 って

もらう。また症状チェックリストや自己評定尺度を用い

て，来談者にチ；ックしてもらう方法もあるo

　しかし，この方法は、いわゆるハロー・グッバイ効果

というのが考えられる。来談したときは，ひどい状態で

あることをことさらに強調し，また治療を終えたとぎは

この治療の効果がとてもあったことを強調するバイアス

である。

　③　アセスメソト面接

　これは第三者の評定者が来談者に面接を行い，治療者

とは独立に来談者の行動変化を査定する方法である。こ

こにも，評定者自身のバイアスが入りこむ余地がある。

　④パーソナリティ・インベソトリー

　これはMMP　IやC　P　I（カリフォルニアバーソナリ

ティ目録）その他MP　I（モーズレー人格検査）等・標

準化された人格質問紙法を用いる方法である。パーソナ

リティ検査であるので，直接来談者に相談治療の効果測

定であることをさとられることなく行える。しかし，こ

れも結局は来談者の感じていることをもとにチェックさ

れるのだから，ハ・一・グッパイ効果が入りやすい。
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1田村他＝臨床相諌の効果測定｛

へし
、⑤ 投影溝

、．

1’』し．』』rl
冒

1．1・』 ・も』』」ジ．1』』 』1」二、

ロ，ルシ℃ツノ〉や丁真丁を用いるζとが多ヤ・。1 鴬の揚

合， 相談治療目標の現準と鐸影沫でとらえらねたへ格特

性変化とがどう対応するのか，』明確陰倖置づけ がな．㌧ ・

とギ探影法湛妥当な効果判牢替料酢な為り恥肇問がでて

くるOぐ一1 』』㌧ 「予㍉ 一r 二

　⑥　治療過程力∋らひきだされる諸測度r

「、・
療過程の琉れの中で変化してい‘側面を1とり上げ，

それを測定するこ とでブ変化をアセスメン』トす1養ζ≧が

でき砺『ジャrろのブ、ロセ萎・ろケッレやゼ山本和郎

・ρ越智浩二郎の治廉関係スゲ｝々（；9鎚・ 1師5）轄この

例である。

　用いられている言語のタイブ・非言語的行動，自分自

身について語る量とその内容，治療者 との交流の量と質，

感情の表現，、夢の内容等，二 面接テrブをもとに，、プロセ

ス・いスグ璽ル等を用いて判定するこ乞ができるo ＝

　ζの方法は，相談治療の効果を問題にするとき・・ 結果

としての効果だけではなく・その流れとレてのブワセス

を重視する姿勢がその効果判定になし、～とヂこの方法はと

・り入れる こ．とができないO、そこに轄治療観の相違がでて

くる。　　　　 二1

4　追跡アセスメント

　相談治療の効果が持続しているのかどうがをチェヅク

するためには，追跡して再びアセ 不メ ソトをする必要が

ある6しかし，治療終了時から追跡アセスメソトの時期

をいつにするかが問題になる◆追跡時の結果潜良ぐとも

悪ぐと・も∫ン治療終了後来談者は様々の経験をしているの

でレ ；その追跡結果が直線的に相談治療の持続効果だとは

いいきれないoこの追跡アセスメソトの時期のえらび方

は，1治療目標の内容に・よづて異ならてく るずグラ イシ冬

鼻イ∫ソ穿 ン鱈ざソシ ヨソ｝のよ’うなも との鴨を維捲すれば

よく，またクライシスになれば介入すればよいと㌧、う目

標．と，・｛方で， 人格変化や自己の成長をめざす治療目標

とには，その追跡ア璽不メン・ト．の結果の解釈は1ことなっ

てくる。

5　相談治療の効果におよぼす諸要因』 1
　娼謙治療の効果に及ぼす要因は多様でありジ複雑にか

』らま・’りあっている。門応ここでおさえるぺき要因を上げ

ておく。

　「どのような治療的介入を，どの治療者が・どの患老』

　（来談者）に，どのような条件下で適用したら，どのよ

うな結果がでてきやすいか？』が明確にされればよいの

である。

　そこには，来談者，治療者』1（相諌者〉㌧・、その両者O関

係・その相談治療簿珠乏その相諌治療が行わ熟為全般的

な社会状況，といった要因ボ組み合わさっ∫いう51、

　①来談者♪ 忌 i∫・：1 『』1 』』、、｝

　心理療法が最大限の劾果を舜揮す1う叢尋賛導嬬）1 理爆的一

ににゴ患者が若く，知的に秀教育畢度も簿．く 乳心理学的

な素養炉あ、り，♪内省力群富み雅あ為程度の情緒的な成熟

と統制力をもって辱う勝菓がある、と考えられてヤ｝る。 ≧
もかく相談治療り効果を閃題にする：とき嗜考囑すぺき来

談者の要因綜訳の点で多る。、1

　a　障害Φ程度と型乙』、∫
、一、

　b一般的好ヅ卸テイ雑
　c　患者役割に関連するパーソナリティ笹準r母者

吻治療へ働機ラけ・自己を象ブンに表男1し伝達

　［すあ準備等。1： ㍗．L』』』ゲ
こr 」』

・二． r㌃、．∫｝

　d　期待rこ爾祖諌冶療醇希望と期待季f抱くゆ身零木

　 、ぎ塗影響をもつgl・
、

　e社会的特徴一年鶴甑知能・結婚してヤ’秒
　　1どうか7、等「　　．・、， り： 』

‘．、τ

　覧 1
　f．1，社二会隣緯と人種

　社会階縁ρ問題は最近堪塚精神衛生玄一響ろ≧摩〉閑孫

でも≧り 上げ疹れて秘蚤す社会階層Φ低悔来謙者壷零心理、

治療にのりにぐく効果を上げに くヤ♪とレ・う ζ，≧がいわれ

て き丸。しかし，それは社会階繰り低い人々の価値観と

サーぜスをする側の人牽（大体中流階級），、ρ価侮観のず

れか 5きているのではないかと㌧、、う反省がで頴啓た5．ま

1くに相談機関のサービスの姿勢（アポイγ1ト．を煮フて時

間ぎめで会う ，』話し合いとレ・ う形の治療形式・・問題を心

の問題として間う等）が下暦階級の人々の考え方にぞ1ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　～わない。まだ・経清的貧1困・家族の鮨準いの危除が1さし

迫ま剃・，≧いっ牟状態の社会的要困が強！く，、一話レ台、ヤ・・と

y・づ＃形の治療では待てなヤ ・こと、もあるすまた人助けと

は即時駒・即物的なものである≧いう考え・もあうゼそう

1レた考え方・価値観からみ・匙牒ら中灘家躍串身Q絹談者

が提供する中流階級的サァ ビスが戸準あわな猟Q杢当播

であろ・う。この価侮観璽華は民族の津野にも燈てrく斎隻

1日本でに少いようだが，ζの点を考慮に入匙る勝要ウあ

るケースもある。 　　　　 　 r　．・一文・い〉ひ
」．

’

〆、・② 治療者． 　 、ンr・ゴ』」「一二 1琴厭＝

　治療者の変数とレては，治療以前搭沿療と1は無閑孫峠

存在している特殊性（例えば，経験，人種，パ7ソナリ

ティ特性〉と，患者との関係の中に現われ，その中で測

定される特性（例えば，共感，あたたかさ，逆転移感

情）があるo治療者変数を次にならべるo

　a　専F弓的な背景と謝li練
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．b　ンく一ソナリティ特性

c　共感，非所有的あたたかさ，真実性

d　治療者のタイプ

e好かれる治療者，嫌われる治療者

③ 来談者と治療者の相互作用

　来談者の変数も治療者の変数もそれを区別することは

入為的であり，便宜的なものである。むしろ大切なのは

商者の相互のからみあいなめである。

　これまでの研究では次の三点にむけられていたo
a

b
C

④

来談者の期待と治療者の期待の一致度

来談者と治療者のパーソナリティの類似性

社会文化的背景と価値観の類似性r

治療技法

　相談治療の効果は，来談者の変数及び治療者の変数に

加え，そこで用いられた治療技法に関係してくる。しか

1し・投入された治療技法間の比較を実謹的に行ったもの

はほとんどない。例えば登校拒否児に対し，個人心理療

法，親の心理療法，そして両者，個人心理療法といって

も，その中に，来談者中心療法，遊戯療法，箱庭療法，

行動療法，催眠療法，折ちゅう的な心理療法，等があ

る。また集団療法，収容治療，キャソプによる経験の導

入，訪間治療，病院入院治療等，さまざまの形がある。

またレ実践活動では，こうした技法が一つのケースに対

し様々に試みられる。また，その技法の選択はたまたま

担当した治療者のレパートリーにあるかないかできまる

し，またその相談機関の設備，チームワーク，方針によ

っても選択されている。登校拒否の治療についての研究

をレビユーしたとき，そのことを強く感じた（山本 ・闘

谷・信国，1978）

　⑤　相談治療の社会文化的決定因r

　相談治療がどのような社会的体系の中で行われるかと

いうととは重要である。福祉体系，教育体系，医療体系，

矯正体系・司法体系のどこで行われるかで，来談者の期

待や態度は影響をうけるだろうし，治療者の態度にも影

響をあたえているだろう。費用を支払うか，無料かとい

うこと，保険がぎくかきかないか，社会制度のどのしく

みにのって行われるかということは相談治療の効果に大

ぎな差を及ぼすだろう。

　また，相談治療そのものが先ぎにものべたように日本

めある特是の文化体系にくみこまれているのであり，そ

の文化的状況からのがれることはできない。心の問題解

決を宗教やおまじないに求める人々もいる。そのことを

否定することはできない。また，人助けというのに，人

を待たしたり時問ぎめでしか面会しないのはおかしいと

いわれても，それも否定できない。人助けにお金をとる

ということもおかしなことである。治療契約論も日本の

伝統からいうとなじめないものである。

　児童相談所という相談場面を考えたとぎも，日本の大

なき福祉大系の一つであり，官僚組織の一つのサービス

システムである。そうした社会的背景をきちんとふまえ

て相談活動の効果をとらえていかなくては，抽象論にお

わってしまうだろう。
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